
旧
Ｉ
〃
。

ア
1981

棚日本外洋帆走協会発行No.75/200円
第三檀郵便物認可

＃
舞

典 延 《
倒

驚参

、鑑轤製錬＃灘琴鴬蟻晶廉…¥“
rfj

田『

亀､”段,

ﾉ
ｰ爵<〃

鷲.'；･
識

群 H

gh

q}

円十

ﾘ轡j

＊

戯
〃
裡
晶
型

蕊
垂:

妙

、

、
6

一

綴

W1

１
１

３
聖
‐

ｉ
自
賎
尭
溺
齢
墹

一

I
、

､

～

、
、

、

Ｉ
；
Ｉ

、

ミ

、



レース

北？南？勝利の行方を占う
<太平洋シングルハンドレースの気象とコース〉

対談

大儀見菫
(NORC副会長・太平洋シングルハンド

レース実行委員会副委員長）

V.S.

馬塲邦彦
（(株)気象海洋コンサルタント代表）

須里

一

一
一

"謹心

6月7日，それぞれの作戦を胸に秘めてサンフランシスコをスタ

ートした各艇は，太平洋のキャンバスにたった1本の栄光の航跡図

を引くために，北と南に分れて走り出した。そこで、今年の太平洋

の気象をもとに，レースの行方を両氏に占って頂いた。

へ

■6パイが南，4ハイが北へ
大儀見第一回の時はスタートとフィニッシュだけを

規定して，どこを通ってもかまわないということで，

ドイツのクラウス・ヘナーが大圏コースを引き，結果

的には失敗して，悪戦苦闘したんです。あの時は無線

が不要で，我々はどこを走っているのか判らず，最後

に蓋を開けてみたら，ああやっぱり北へ行っていたの

かということになったわけです。だから各艇のコース

選定についての経過が追えず，傍観者にはあまり面白

くなかった。

二回目はハワイからのIORのレースも併行して企

画していたので，それと並走してシングルハンダーも

走れるようにと，モロカイ水道に関所を設けた。その

ため，サンフランシスコからの間，高気圧をどうかわ

してハワイに入り着くかにコース選択のポイントはあ

ったんですけれども，そっから先はほとんど同一コー

ス上を順番も変わらないまま走ったわけです。

今回は第一回にもどって途中のコース制限を設けな

かったら案の定，当初スタートした10パイのうち6パ

イが南コース，4ハイが北コースということになりま

した。大まかに言って南コースは北の大圏コースに比

べれば25％かそれ以上に距離力延びてしまう。北コー

スはいわば黒潮という逆のベルトコンベアーにのって

走っているばかりでなく，海象・気象も良くないわけ

ですが，今年はどうも例年の気圧配置とやや趣きが違

うのではないかと思います。まずその辺から今年の気

圧配置の特徴とそれに関連して北コース，南コースの

選び方のさわりといったところを一つかいつまんでお

話ししていただければと思います。

馬場かなり以前から，太平洋をアメリカから日本に

向かう帆走コースについていろいろ検討はされていま

すね。

(2）
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この図の右半分に大きく出ているのが東太平洋の高

気圧で，この中に破線で引いてあるのが気圧の平年偏
差量を示したものです。第1図を見ますと東太平洋の
大部分がマイナスの領域になっていますね。というこ

とは東太平洋の高気圧が平年に比較すると非常に弱く，

しかも中心が南に偏っていることを示しています。で

すから当然スタート時から南回りの各艇にとって不利

な条件のもとでレースは始まった，といえますね。

現実に本船の場合ですと，真冬でも北回りのコース

によって多くのメリットを産んだ，という実例もあり

ました。

今回のレースの場合でも私なりにその企画の段階か

ら，いろいろ過去の気圧配置と風系にあてはめて検討
してみましたが，確か何年かに一回ぐらいの割合で北

を回った方が有利だ，という結果が出ています。

今年は，気象庁の長期予報関係のデータにも大体出

ていたのですが，6月の東太平洋高気圧は発達がおく

れ未熟である，ということ，そして7月には次第に回

復して平年なみにもどるだろう，という予測が出来ま

した。こういったことからも北回りのコースも今年は

ある意味でチャンスは多いような気がします。

ただ，乗っている人の精神的かつ肉体的な耐久力に

キーポイントがあるような気がします。

大儀見その点面白いんですね。今度北のコースを取

った船がくシャルレー>,〈たからぶれ>,〈かざぐるま>，

〈ブルージェー〉なんですけども，<たからぶれ>,〈かざ

ぐるま>,〈ブルージェー〉は自力回航してるわけですね。

〈たからぶれ〉が一番北へ行ったと思うんですけど，

48.ぐらいまで上がって回航の時に大圏コースを回った

時の海象・気象を試して来たわけです。シングルハン

ドじゃないという条件の違いはありますけども。〈シ

ャルレー〉の小田さんの場合は，行きの本船コースも

ほぼ北回りコースを行くということで，本船の上から

北太平洋の海を体験しながら行っている。そういう意

味では北に行った連中は，ある程度どんな状況かを体

験している。そこがちょっと面白いと思うんです。

馬増そうですね。そこで今日はそのへんの模様を御

説明するために資料を用意して来ました。

これは北太平洋全域の5日ごとの平均気圧配置図(第

1図）です。6月5日から9日までの分ですが，毎日

毎日の天気図ですと非常に変動が大きく，かえって特

長力掴みにくいのでこのような図を使う方が便利な場
合があります。

それからこれが6月10日から13日にかけての平均図
（第2図）です。

■南の貿易風は？

大儀見スタート直後の状況では，サンフランシスコ

沖の東太平洋の高気圧が，スタートの前日から10ノッ

トぐらいで中心が南下していたんですね。ですから南

回りのコースを行く艇は，ある意味ではもろにこの高

気圧の真っただ中の弱風帯に飛び込む形になってしま

わないかと心配していたわけです。そこで，むしろ，へ

次の高気圧が来る前にその間を南に下がって行くよう

な感じで南下せざるをえないし，下手すれば2rぐらい

のところまで南下しないと，本当の貿易風は拾えない

んじゃないかというようなことが検討されていました。

それから高層気象図を見ても，偏西風帯のジェット

気流が大分南へ偏っていますね。そのため，日本の南

海上の梅雨前線がなかなか上がってこないというよう

なことと，アリューシャンが低気圧の墓場だと言われ

ていますが，北太平洋の低気圧が走っているルートが

通常よりも10．前後南を横切る形になり，ハワイあたり

ではむしろ冬型に近い気象になっていることが言われ

ていた。だから今年はひょっとして北ルートが当たる

かもしれないなあ，なんて話がスタート当時のドック

サイドで話題になっていた。その辺，馬場さんのみて

いるところとどうですか。

馬場ここにあるのは第1図，第2図の5日平均の地

上気圧配置図に対応した上層500MBの平均図です（第

3図，第4図)。

大局的な傾向はこういった上層の図の方が良くわかへ

りますが，東太平洋の広いマイナス偏差の部分がよく

出ていますが，これによっても今，大儀見さんが言わ

《第'図》鰯鴎皇まで"平均地上気圧配置 <第2図〉&獣羅農5B平均地上気圧
、へ

I

ZF
〆
咄
。
、

０
１
ノ

０
１
ノ

{し>、 、

(4）



○FFSHORE昭和56年7月15日第75号 昭和52年7月21R第三種郵便物認可

<第ﾖ図》開騨獅均阿 <第4図〉上層500mbの5日平均図
（6月10日～14日）

一
一

上茎p、

〆
蕊

れた，上層ジェットの南偏傾向がよくわかると思いま

す。

地上の平均図では第2図にあるように，6月10日～

14日にはほぼ平年の状態にもどっていますが，上空で

は第4図のように状態はあまり変わっていません。で

すから地上の風系も，一時的には平年なみにもどって

も，またすぐ今年特有の傾向に帰る，という繰り返し

が続くのではないかとみています。

これは今日6月18日の9時（日本時間）現在の天気

図です（第5図)。

大儀見低気圧も1000ミリバールをきったかきらない

かぐらいであまり強くないようですね。

馬場そうですね。まあ6月の中旬すぎというのは，

北太平洋の低気圧活動も次第に不活発になる時期では

あります。けれども，今日の天気図（第5図）にある

低気圧の中心示度は988MBで，まだ結構強いようです

ね。

大儀見そうですね。

馬場北回りの艇が，昨日まで1日平均100浬前後走

っていますから今日は大体42～44N,経度で140Wか

ら142Wあたりで，今日SW風力6,大体25ノットぐ

らい吹いています。

大儀見これから前線へつっ込むわけですね。

馬場そうですね。この低気圧（第5図中央部の）は

このまま次第に停滞気味になりますから，今のこのま

まのコースですと，低気圧の北側の東風を拾うという

ところまではいかないと思います。ただこのまま更に

北西進を続けて，次々と襲来する低気圧の平均的なコ

ースラインの先に出てしまえば，それからは有利な態

勢になることが考えられます。

今の配置から見るとまだしばらくはシンドイ時期が

続くと思いますが，それでも例年に比較すると有利で

はないかと思いますね。

大儀見今走っている通路の北側に出て，そこで東よ

りのいい風をつかんでいくと，北コースを選んだメリ

ットが初めて出てくるということですね。

馬場そうです。それから，今まではグレートサーク

ルにほぼ忠実に走っているわけです。しかし逆に，こ

ういうとき，もっと思い切って北上してしまうと，後

で絶対有利になるのではないかと思います。

大儀見あんまりつめいっぱいで上らせないで，フリ
ーでスピードかせいで北へ高さかせいでおくと……。

馬堀そうです。それで50｡N線をこえたあたりから東

に向けると案外うまく行くのではないかと思います。

ただここで私たちは専門の立場から，毎日こうした

天気図を作ることが出来るので，やや戦術的にも考え

ることが出来るわけですが，艇では北か南か戦略的に

方針を定めたあとは，僅かな情報や経験をたよりに修

正しながら走り続けなければならないところにつらさ

があると思います。

まあしかし，以上のような意味から言えば，〈たか

らぶれ〉よりもずっと北よりのコースをとっているくか

ざぐるま〉の方がそういった点を狙っているんだなあ，

と思いますね。だから見かけですとくたからぶれ〉が

前に出ているようだけども，これから先はくかざぐる
ま〉のほうが僕は有利なポジションだと思います。同

じ北でも戦術的な扱いによって随分条件が変わってく

るんじゃないかなあ。

大儀見そうですね。南の場合も実際に高気圧の位置

が相当南にきている。それから今1013ミリバールぐら

いで平年並の強さに．…･･･これがだんだん西の方へ張

り出してきて，梅雨あけの時期の「くじらの尾」にな
るわけですが，この時期に丁度レース艇が走っていく

わけです。

へ

一

■ハワイから北上？

馬場そこで太平洋を西へわたるコースを分類します

と，北か南かという考え方があります。北の方はくた

からぶれ〉とくかざぐるま〉という比較をしたわけで

すが，南の場合は多少緯度の違いはあってもハワイま

では大体誰でも同じコースを走るだろうと思うんです。

ところが，高気圧の南側の偏東風帯をそのまま西に

行って，どこかで北上するというのが従来の常識的な

帆船のコースなんですが，ハワイの北あたりから逆に

今度はグレートサークルに沿ったコースにスイッチす

るという考え方があるんです。

(5）
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大儀見ああ，なるほどね。

馬場その場合，高圧帯をくぐらなければならないの

で，ベロンコを拾う恐れがあるんですが，その先まで

いってしまうと今度は日本がまだ梅雨前線が残ってい

たり，最近の天気からみると結構東風の領域が多いん
です。今年は長期予報でもそういう傾向を予想してい

ます。というのはオホーツク海高気圧が非常に優勢な

ことが一因ですが……。

日本の南岸からそのまま東に進むと低気圧がありま

すでしよ。そうするとNEなりSWなり結構風があり

ます。すると今のヨットっていうのは，結構上り性能

がいいですからね……。

大儀見そうです。そうです。

馬場そうするとね，この前線沿いに西進する手があ

ります。その場合,30～35Nの間を前線帯に沿って東

にすすむ低気圧の南側で,SW風に会っても一寸上り

加減の風といった程度で走れるし，一方，低気圧の北

側のNE風の領域でしたら結構な状態，ということに

なって，従来の常識的なコースの約6600浬に対して，

5500～5600浬と1000浬ぐらい得をすることになるんで

す。この辺のことを図にしてみるとこんな感じになる

んです（第6図)｡
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Aが常識的な南回りコース,Bがハワイ北方から大

圏(Greatcircle)に切り替えるコース,Cが北回りコ
ースと，いずれも基準的ではありますが，こういった
三種類の線が考えられます。

ただここで,AからBへいつ切り替えるか，それと

もそのまま走るか，という選択が必要になると思いま
す。

大儀見ええそうですね。

馬場ですから，そういう意味では今回は非常に面白

いレース展開と言えますね。私自身これに近い近似的

な数値を使ってシミュレーションを簡単にやってみま

したが，結構Bコースがベストになる年があるんです。

大儀見うんなるほどね。一番南のコースに行っちゃ

うと最終的には結局また高気圧の中を上がってこなく

ちゃいけない。それに距離が長いし，しかもその途中

で高気圧を横切って北上しなければいけないという大

きな難関がありますからね。

馬堀そうです。だからうんと南へいった船が北上す

るチャンスは台風ができた時だけなんです。

大儀見今年は台風といえば，4号，5号と時期的に

早く発生してますね。

馬場矢つぎ早にでてきた。

大儀見ええ，しかも通常だとこの時期には南シナ海

へ行っちゃって北上して来ないわけですが，今年はど

んどん北へ向かって走って来ている。その辺はどうで

すかね，もう一つ気がかりな点なんですけどね。

馬場これはねまだ続きますよ。今気象庁が発表して

いる一カ月ぐらいの気圧配置のパターンの予想をみま

すと，大体6月の下旬から7月の上旬には本州の南岸

沿いの低気圧帯が非常にはっきりするんです。もし台

風が出ますとね。

大儀見それに沿って走る。

馬場そうです。パッと東に.‘･…。

大儀見そうするとフィニッシュのいわば梅雨前線の
最後の時期にかなり顕著な前線が形成され，台風がそ

のレールにのっかって走って行く，という可能性があ

るんですね。

馬場あります。

へ

■最後は岸ベタ？

大儀見フィニッシュ前後のつゆ明け前の日本近海へ

来てからが最後の大きな山場ということは，今回のス
タート日時を決定する時から言われていたことですが，

もう少し遅らせて6月半ば過ぎにしてはという案もあ

ったのです。

馬場まあレースとしては6月7日のほうがいろんな

対応のケースが考えられて興味もあると思いますね。

北回りはそういった意味で日付変更線あたりから北海

道沖までは圧倒的に有利だろうと思います。さらに今

年はことによると房総沖あたりまでそうかも知れない〔

(7）
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大儀見ああそうなんです。そうです。そうです。

馬場ところが最後のレグは逆に北回りはつらい立場

に･･･…。

大儀見おそらく北回りの連中は房総まで来たら，そ

れこそ鳥羽回航みたいな要領で黒潮の反流を利用して

岸ベタでずっと潮ノ岬まで行って潮ノ岬をスレスレに

っっ込んで回るというようなコースを引くことは，当

然計算してやってると思うんですけどね。北へ行った

くシャルレー〉は追っての性能ではどうみてもく太陽〉

とかくレイ〉,〈ティダ〉にはかないっこない。あとの3

パイはいずれも小さく，追っ手ではとても勝負になら

んということで北を選んだんでしょうが，まあ一般論

以外に，今年の気象がたまたま北に有利に展開する可

能性があった，ということが言えるでしょうね。

馬場はい。南回りの場合は，2日で5～6｡,1日で

経度にして2．5～3度ぐらい走ってますから，先頭の

船が日付変更線に近くなるのはもうあと一週間くゞらい。

その辺で，ハワイの北あたりからそのまま東にっっ走

るか，このあとのどれかが逆にBコースにトライする

か……。

大儀見く太陽〉は一番軽排水でプレーニング性能を

重視して，徹底的に追手をねらって造った船なんで，

伝統的な南コースを走る可能性が強いと思うんですが

ね。恐らくくティダ〉もそうじゃないかという気がし

ます。あのハワイからの大圏コースという話はね，ス

タート前には皆さん胸の内を明かさないでね……。

馬場アハハ，そうですね。

大儀見皆んなそのへんは何も言わなかったからわか

らないんですけど，そこまで考えていたのはいなかっ

たんじゃないかという気がします。まあ，ハワイを越

えてからが見物ですね。

馬場そうですね。それともう一つはね，チャートを

見ますとハワイからフレンチフリゲートショアですか，

それからミッドウェーまで，ずっとハンクがあるんで

す。

大儀見ええ続いていますね。波が悪いですよね。

馬場波も悪いし，みんな低いリーフですからね，遠

くから視認しにくいんです。これはシングルハンドの

場合は相当精神的に重荷だろうと思うんですよ。細か

いチャートを見ると全部のってますけどね。相当数，

浅瀬と水面に露出している岩があるんです。昔から漁

船が多く，いい漁場でもあるんですけどね，引っかけ

る場合もあるんです。

そこでどうすればいいかっていうと，一つはね，最

初からこれを越えることをやめて,Greatcircle作戦

へ切り替える案と，もう一つは，カウアイ島を確実に

ランドホールしてから通る方法とが考えられる。

大儀見はあ，位置を正確に。

馬場この二つの知恵しかないんじゃないかと，つま

り寝ている間にこれに引っかかるのは一番不安ですね。

伊豆七島よりもっといやらしいんですよ，地形を見ま

(8）

すと。今年の場合は南を通ったら必ずこれに引っかか

ってくる。

大儀見一回目に二位になったイヴテールランは25°

ぐらいのとこを走ったですね。優勝したタバリーがモ

ロカイ沖を通って，そのまんま20.線に近いところをず

っと走って勝った。イブテールランは追手専門に造っ

たタバリーをまともに追っかけてもしょうがないと，

もう少し距離を短く一番北側の貿易風帯をつかもうと

いうことで，少し北寄りのコースを選んだんですけど

ね。

馬場そうですね。ただ25.というのは，今まではいい

けど今年はそれでも中途半端で，高圧線の真ただ中に

入るという感じがしますけども。

大儀見そうですね。今年は本当に高気圧が大分下が

っているんで南へ行くならかなり南へ行かないと……。

馬場はい，徹底して行かないと。普通の年でも7月

に入ると南烏島から小笠原というのは風がないですか

らね。皆さん出る前にその辺はある程度調べたと思う

んですけどね。

大儀見アメリカのリンダさんは今回のくスピリット

オブサントリー〉で去年のハワイまでのシングルハン

ドレースと同じ船（違う名前）で出てるんですね。彼

女の選んだコースを見るとオーソドックスなコースで

すね。彼女の艇はヤマハ33ですから船の性格からいう

とね，ハワイへ来てから馬場さんのおっしゃる大圏コ

ースを選ぶには船として丁度いいですね。

馬場いいかも知れませんですね。

大儀見他の艇は追手に強いということで，オーソド

ックスの南の大回りを狙う誘惑が強いと思うんですけ

どね。

馬場はい，やっぱりこれも一つのかけですからね。

大儀見一つのね。ハワイから大圏コースなんていう

のは，リンダさんあたりの選択のコースとしちゃあ面

白いですね。

馬場そうですね。

大儀見まあ,果してそううまくいくかね｡ハハハ……。

面白いですね。

馬珊僕は，ですからね，ハワイを過ぎてからもし仮

にリンダさんがそのコースを通ったとしても北緯3『を

超えれば，あとはあまり心配することないと思うんで

すよね。その間，何をどうするかってことですかね。

大儀見しかし本土へ近づいてからシンドイっていう

のは同じですね。

馬場ええ，これはもう。

■船は船，人は人
大儀見いずれにしても本土に近づくと全部が集まっ

て来る。丁度これが活字になるころには，まさにその

最後の修羅場で，皆さんが悪戦苦闘してる真最中にな

るんですけどね。

馬場そうですけどね。これは大儀見さんのほうが良

一
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くご存知だろうと思うんですけど，やっぱり船は船だ

けど，人間も人間ですからね。あの南回りの人ってい

うのは体力，気力ともかなり温存しながら走っている

わけですよ。ですから，いわゆる人間としての要素は

最後に彼等が温存したものを吐き出せばいいわけです

ね。スタミナの配分からいくとね。

大儀見ｺｰｽ選定について，船は船人は人で，ま

さにそうなんですね。その人は人という角度で見ると

一回目のとき，ドイツ人が北回ってね，フランス人が

南へ行った，というあたりにも，国民性の違いのよう

なものを感じます。今度も北回りをやった人はスパル

タ的な人間じゃないですか。

馬場はあ，なるほどね。

大儀見質実剛健といいますかね，戸塚さんのヨット

スクールのスパルタ教育の教官連中二人と卒業生一人，

でしよ。小田さんはシドニー・ホバートその他に風来

坊グループで本格的なシビアーなレース体験の多い人

ですよ。〈ティダ〉の岡田豪三さんもキャリアとして

は非常に豊富なものがあるんですが，船は沖縄ですか

らね，やっぱり南国的な性格が出ているかも知れない

ですね。ハハハ……。個人の性格からみても，北回り

そうな人は，それなりの面魂っていいますかね｡……・・

ハハハ。パーソナリティーを持っていると思いますね。

馬場そうですね。確かにそんな感じはしますね。非

常にストイックな性格を要求されますからね。

大儀見ええ，ですからそういう意味では北を選んだ

なりに苛酷な条件に身を置いてもある程度の自信を持

った連中がやっぱり北に行っているということが言え

ると思うんですね。

馬場そうですね。今までよく，ヨットデザイナーの

方と話しましたが，風の条件と船の走りについては，

割り合いによく調査，研究してますけど，大洋の航行

では必ず波という条件が入るわけですよ。けれどもそ

の波に対応した各艇のパーフォーマンスカーブという

のは，あまり整備されてないんです。

大儀見はい，そうですね。

馬場ですから一つのケースとしてね，これは非常に

面白い数値が，あときちんと解析するとでてくるだろ

うと思うんです。つまり風プラス波の要件というのが

南回りでは，追い風追い波ですからね，あまり出て

こないんですけども，北回りというのは非常に乱れた

波が多いわけです。

大儀見そうですね。ええ。

馬場低気圧の中心が近いから，各方面から波と風が

来るという中で，どれだけ走ったかというのは，これ

からデザイナーにとって非常に貴重な試料を提供する

んじゃないかと思います。従来の沖縄とか，小笠原の

レースよりもこのレースの方が波の果す役割というの

は，もっと比重が大きくなるだろうと思うんですよね。

大儀見内容的にもデータ的にも大変面白い。ここま

では予想された通りの形で来ていると思っていいわけ

ですね。残りの日程を無事消化していただいて，これ

からどうしても通らなきゃならない日本近海の最後の

難関を無事こなして，全艇めでたくフィニッシュして

いただきたいと思いますね。

馬場確かにそうですねえ，フィニッシュごろの台風

に気をつけていただきたいところです。

大儀見本日はお忙しいところどうもありがとうござ

いました。

〈かざぐるま〉浸水でリタイヤー
艇番号No.4<かざぐるま>(M&W329.9m)加藤

忠志艇長，はもっと北よりの大圏コースという興味あ

るコースを北西進中だったが，日本時間6月21日06時，

船底から侵水，米国沿岸警備隊に救助を要請，同隊の

飛行機による位置確認と同時に現場に急行した日本船

イースタンハイウェイ（ホンダの自動車専用船）によ

り17時救助され，加藤氏は同船とともに日本に向かっ

た。同氏の健康状態は良好，同船の日本着予定は6月

30日，なお同艇の遭難位置は46-35N,141-45W,

また同艇の救助にはHalfmoonBay号,サンフランシス

コ，ハワイ，日本をはじめ海上移動中の多くのアマチ

ュア無線が活躍した。（このニュースは対談の行なわ

れた3日後に入電してきた)。

太平洋シングルハンド

レースの受入れ体制
松木哲

3回目の太平洋シングルハンド・レースのスタート

も終わり，参加艇はそれぞれの作戦のもとに，一路西

へと急いでいる。ところで，このレースはサンフラン

シスコ湾内から，神戸ポートアイランド沖のフィニッ

シュラインまでとなっているが，我々にとって最も身

近かなフィニッシュ関係は一体どうなっているのか。

実はフィニッシュラインが正式に確定したのは，レー

スのスタートも近づいた5月に入ってからであった。

このレースが立案された時から，フィニッシュ地点は

最も安全な和歌浦湾内，せめて大阪湾に入ってからの

洲本沖，ポートアイランド博覧会を記念してのレース

だから博覧会場の近く，果ては，一つ神戸港大関門を

ラインにしてはという威勢のいい説まで，さまざまな

意見があった。

(9）
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フイニッシュラインをどこにするかは，受入れ側の

人員配置に大きな影響があるばかりでなく，博覧会協

会の意見や，海上保安庁の意向も考慮しなければなら

ない｡結局5月上旬，神戸側の受入れ関係者と，博覧

会協会との会議で洲本沖に決定された。

洲本沖とすることによって，紀伊水道を不眠不休で

帆走してきたシングルハンダーに，船の多い大阪湾を

帆走する危険を冒させないですむし，ポートアイラン

ド近くの，神戸港域内を帆走するという問題を避ける

こともできる。また，受入れ側にとっては，設備の整

ったサントピアマリーナが基地になるので有難い。た

だしレース艇がフイニッシュしたのに，実際に博覧会

場に本人が姿を見せるのは，大分あとのことになると

いうのは，少々しまらないことになるかも知れない。

その代り，本人を迎えるマスコミ側としては，準備時

間があって好都合な面もある。ただ受入れ側としては，

無線が故障して，連絡が取れなかった艇がでてきた場

合，田良瀬戸で艇を発見してから，フィニッシュまで

の時間が短すぎて，あわてることになりはしないかと

いう心配がある。

まあこういうことはいくら考えてみても，なるよう

にしかならないもので，考えられる一通りの事態を想

定して対策を立てておけば，あとは臨機応変にやるよ

り仕方あるまい。

太平洋の真中を走っている間は，ウィンドベンにお

願いして，余り起きて舵を握ることもあるまいが，紀
伊水道に入るころからは，おそらく皆寝る気にはなら

ないだろう。ということで，田良瀬戸には大分くたび

れてやって来るはずである。

そこで，田良瀬戸通航をエスコートするため，瀬戸

の南までエスコートポートを出す予定にしているが，

夜には果してうまくレース艇と出会えるか，これも頭

の痛いことである。さて，フィニッシュした艇はまず

検疫等の手続きをしなければならないが，この手続き

は開港場ですることになっている。そこでフィニッシ

ュ艇は直ちに神戸港へ向かう。これも皆さんお疲れだ

ろうから，御希望があればエスコートボートが曳航す

ることになる。

(10)

ファーストフィニッシュや，女性ともなれば報道陣

も押しかけるだろうが，うしろ半分の順位ともなれば，

ずい分とさびしい歓迎陣となるに違いない。しかしレ

ースコミッテイーとしては，最終の艇まで変わること

なく，暖かく迎え入れなければならない。とにかく遅

く入って来る艇ほど，長時間の孤独に耐えて来たのだ

から。受入れ側としてはファーストフィニッシユの一

週間ぐらい前から，最終艇が到着するまで1月足らず

の間，当直を続けなければならず，全く御苦労様であ

る。できることなら短い期間に入って来て欲しいが，

そうかといって1日に何艇も入られても大変で,1日

l艇づっ毎日入ってくれればと思っても，こればかり

は思うようにはならないもので，運を天にまかすより

仕方あるまい。

参加艇からの無線連絡は日本，サンフランシスコ，

ハワイのほか，太平洋上の漁船の協力を得て受信した

結果を，東京のセンターに集める。その情報によって，

神戸側の受入れ体制を進めることになるが，神戸に連

絡詰所を設置して連絡調整にあたる。この詰所には必

要に応じて24時間当直を置くことになっている。レー

ス艇が接近すれば，エスコートボートとその乗員が待

機状態に入り，フィニッシュライン設置の準備を始め

なければならない。フイニッシュラインは，サントピ

アマリーナの海岸と，％マイル沖のブイの間である。

神戸港で検疫などの手続をすませた後，艇は須磨ヨ

ットハーバーで当分の間保管することになる。今回の

参加者はほとんど日本からなので，フィニッシュ後の

問題が極めて簡単になりホッとしている。外国からの

参加者が多ければ，宿舎の手配，通訳，案内，艇の返
送と，ずい分仕事が増えるところだった。

シングルハンド・レースの表彰式は，8月5日の夕

方，博覧会場の隣にあるポートピアホテルで行なわれ

る。その日までに全員フイニッシュしてくれていると

良いのだが，遅くなった人には申し訳ないが見切り発

車ということになる。何しろ表彰式を離れた所でやる

こともならず，唯一の会場のポートピアホテルは，早

くから予約がつまっているため，表彰式の日程だけは

レースがスタートするどころか，博覧会がオープンす

るより前から決めて，予約しておかなければならなか

ったとの話である。さて，表彰式にはどれだけの顔ぶ
れがそろうだろうか。

この原稿を書いている現在は実のところスタート直

前である。さて，この記事が読者の手もとに届くころ

にはレースも後半にさしかかり，もしかすると先頭艇

は日本に近づいているかも知れない。レースの様子も

大分はっきりしていることだろう。あれこれと考えて

準備した受入れ体制も，手直しを迫られているかも知

れない。準備に手ぬかりが見つかってはいないか。予

想外の事態が発生してはいないか。当たるも八卦，当

らぬも八卦，果して事態は当初の予想通りに順調に動

いていってくれているであろうか。

男氏

＝＝
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黒船ｶｯﾌ゚ 牙一フシ･ヨットレース

第1回黒船カップ・

ヨットレースを開催して

下田フリートキャフテン

伊藤秀利

レーサーヨットのクルーにとって，下田港への入港

は鬼門である。「やあどうも,また来ました。1週間

預かって下さい｣｡つまりリタイヤー艇諸君の合言葉で

ある。いつの日か，ロデームの武市氏と交した会話に，

「下田をフィニッシュにしたら絶対リタイヤーはない

ね。そんなレースをやりたいね」と言って笑ったこと

があった。

この度機も熟してか，下田ヨット協会の会員諸兄か

ら，「我々は下田の海に大変お世話になって来たので，

お礼をする意味から，下田市が主催する黒船祭を盛り

あげるお手伝いをしよう」などと大変結好な話が飛び

出した。私もかねて2度ほど日米親善をうたい文句に，

市の有力者等と企画したことがあったが，頭多くして

兵なく，挫折の浮目を見ている。そもそもヨットレー

スなるものは，参加する者には実に面白く楽しいもの

だが，観戦する一般大衆にとっては理解するまでが大

変だ。主催する実行委員がそれを何如にアピールし，

祭りの盛りあがりに一役買えるまでにもっていけるか？。

種々苦慮したが，準備委員会が出来あがり，メンバ

ーの中でも，東京でゴルフのイベントを企画したりす

るプロの吉田さんが大活躍を始めた。彼の企画は従来

の組織下にあるレースではなく，お祭り化させたオー

プンヨットレースである。会員のメンバーにとっては，

打重なる会議と準備で苦労が始まった。準備委員長渡

辺守男氏を中心に，地元クラブ員と下田ボートサービ

ス管理艇の諸氏，ジュニアヨットクラブを含む，下出

市ヨット協会が一丸となって発起した準備態勢ではあ

るが，初回とあって全てが生々しく難しい。

機を同じくして，私の友人で，花火の大メーカーの

(11)

細谷火工㈱の細谷專務が，下田市に二尺，三尺の花火

を黒船祭に打あげて欲しいと売り込みをしていた。し

かし下田市としては1発百万円もする花火を打ち上げ

るだけの予算が組めない。日本に於て，新潟県片貝町

で毎年一度打ち上げているが，関東はもとより他には

例が無い，ギネスブック物の大花火であると言う。専

務の細谷一夫氏いわく，「第1回黒船カップヨットレー

スの祝砲として打ち上げて下さいよ。予算は相談に応

じますよ｣｡つまりヨット協会にスポンサーになれと言

うことである。

ヨットのイベントを組もうと言い出したそもそもの

始まりは,「黒船祭と言うのは浦賀が本家じゃないの」

とか，「下田の観光は下降線を引いてるよ」とか言うメ

ンバー諸兄の話からで，「黒船は下田が本家だ｣とアピ

ール出来る新方式の目玉行事を考えた我々にとって，

ヨットレースは勿論成功させたいが，一般市民へのア

ピールは，国民性にマッチした見たこともない大花火

も面白い。早速準備委員会の面々に花火屋さんを紹介

し，予算を組むのも後回しにして，企画のメインに盛

り込んだのである。それから後は花火屋さんのお供を

して，防災上の対策や打ち上げ場所の交渉，役所関係

の許認可等，共に一つ苦労が増した次第である。

さて，企画は出来て来たが，広報をするためのパン

フレットの作製等に時間が掛り，参加を呼びかけるに

も時間を考えると多くの無理が読めてきた。企画倒れ

をしては次の機会は無い。会員皆んながやる気になっ

ていてくれる。当初準備委員会からは，一歩下って身

を置いた形になっていた私でしたが，2月中旬から次

第にシャシャリ出ることになってしまった。東京へ出

向き，多忙中の清水NORC専務と面談し，そのまま大

儀見関東支部長を含む銀座の夜の会談へと急ピッチ。

その上，清水専務は早大ヨット部の大先輩と言うこと

から，勘定は先輩持ち，お世話を掛けての上塗りで，

申し訳ないと思いつつ“先輩とはありがたいものだ”

とも思ったりもした。御意見に基づき，下田港のメン

バー諸艇を特別会員または会友艇と言う形で加入して

いただき，3月7日の総会に於て，下田フリートを承

認していただき，フリート結成をまず実施，更に黒船

カップの頭に，下田フリート結成記念と題し，石原慎

太郎会長の参席を要請し，快諾を得た。年間スケジュ
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－ルに組まれていないレースを飛び入りさせるため，

NORCの歌田氏も頭をかしげていたが,5月16,17両

日は小笠原レース後の後休みの形で空いている。清水

と小網代からの艇を集めれば，なんとか30～40隻の仲

間は集まりそうだ，との観測。

関東からはくサンバード>OBの石合幸彦氏，駿河

湾支部からは塩川支部長，柴田帆走委員長がNORC本

部に御集まりになり打ち合わせを行なう。NORCの皆

さんの御支援と御協力をいただき，心からうれしく思

った次第でした。それにつけても初回の試みとは言え，

準備期間は日に日に過ぎ，オフショアヘの案内も間に

合わぬ仕末で，葉書と手紙での御案内で，広くに広報

出来なかったことが残念に思われる。レースのエント

リー艇は小網代より12艇，清水より5艇と決まり，5

月16日0時，各々スタート，北東の風3～4mでスタ

ートし，明方より8～10mに変わる状況下にあって，

相方共に小型艇に優利であったと思われる。第1回黒

船カップヨットレースの成績は別記の通りであった。

成績表を見ておや？と思われる特筆事項が2件あ

った。まず第1件は,<RODMV>の総合優勝であっ

た。若手ばかりのクルーで，中に下田市漁河岸の漁問

屋の山下正明君，通称マー坊が乗艇していたことであ

る。地元の海に明るかったか，下田の仲間に良いとこ

を見せたかったか，とにかく下田の仲間にとってガッ

ッな出来事だった。武市氏が陸から見えていわく，「そ

んな訳ないだろう？俺もお役御免かな？……」であ．

つた。

第2件は特筆中の特筆失格艇のく天城〉である。

多くの方が御存知の通り，〈天城>の提督，渡辺修治氏

は下田市が生んだ造船界の大御所である。昔，中学時

代ディンギーを自作し，下田近海を帆走り回ったと言

う。下田の海を知り尽しており，北東の風は出しの

風'′だと言って下田気質を忘れていない。望郷の念か，

帆走指示書に記載した「シオガネと須佐利崎との間を

通過してはならない」を無視させたとしか思われない。

提督とクルーの証言にはあいまいな点があった。ゴミ

ッティー報告の折，石合大会副委員長は，「<天城〉を

含めこの件は全艇に申し渡した｣と言う。クルーは｢た

しかに聞いてオーナーに伝えました」と言う。提督い

わく「ぼくは何も知らなかったがなあ，そんなこと聞

いたかなあ」のおとぼけで，カンビールをうまそうに

あおっていた。失格を申し渡したら「ああそう，まあ

しょうがね－な」とニコニコしていた。

いよいよ表彰式とパーティーが始まった。場所は下

田温泉ホテルの大庭園｡｢下田市にとって意義多い大会

だ」と，当ホテルの酒井専務，山下支配人の配慮で無

料開放してくれた。設営は下田ヨット協会の会員全員

の奉仕，演出は長谷川俊一，桐ケ谷金男両実行委員長

尹里

黒船カップ・ヨットレース

成績表
（シーボニア～下田・清水～下田） (151124：00～16B16:00)

順位 セール番号 艇クラス 名 1111航 所要時間 修正時間(秒） 総合順位TCF/TMF
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の心に掛けた，厚木市指折りの，ノンプロバンドメン

バー7名の演奏と，下田市勇士の下田夏祭りの太鼓で

大変なにぎわいとなった。賞には静岡県知事杯，市長

杯，市議長，県議観光協会，旅館組合，商工会議所，

それにフリートの杯を加え，大手ホテルの副賞等，一

寸寒いが，魚河岸用のダルにつまったカンビールは，

飛ぶように飲まれていった。盛沢山の賞に加え，三尺

玉花火の模型が，両水域の優賞艇に美人から渡され，

フラッシュの嵐に見舞われる一瞬もあった。やがて花

火の打ち上げが始まり,21時3尺玉の大音声と共にフ

ィナーレを迎えた。

明けて5月17日,7時，オープンヨットレースの出

艇申告の受付を開始した。昨夜から吹き荒れ出した北

東の風は，風力を増し，海上では20メートルを記録す

るのでは，と思われた。外海の状況が分からない河岸

での受付のため，吹いてるなと思いながらも，各艇の

申告の出足は良好であった。〈天城>の提督は例により

「伊藤君，どうだ，出しの風だろう」といいながら地

元のズブの素人の旧友を2人伴ないエントリーしてき

た。地元の名士の社長さんと絵かきさんである。私も

知っている方達なので,「今日は止めた方がいいですよ」

と一言注意してあげたところ「大丈夫だよ，修ちゃん

と一緒なら」との大変な信頼を寄せている様子である。

8時，艇長会議を始めたところへ，下田海上保安部

の警救係長が自から，中止勧告を持参して，保安部の

意志を通達された。河の外に係留していた，〈月光>，

<ビッグアップル>，〈光>の各オーナーより，エントリー

したが不参加の申し出が来た。外の桟橋は北東風で出

港出来ないとのこと。河の仲間はまだ頑張っている。

遠方より来る友には，レース海面へ出る前からの中止

は何としても気の毒でならない。コミッティーボート

は既にレース海面に出向いている。とにかく，｢実施致

します」と決断し，参加艇をレース海面まで出すこと

にした。当初10数艇エントリーしていた艇が，不参加

を申し出て徐々に減り，最終的には8艇がスタート地

点に集まった。私も海上保安部先の岸壁に立ち，コミ

ッティーのく海猫〉の井上氏と無線で交信し，各艇の

様子を打診した。9時30分がスタートである。9時15

分現在，伊豆急海運の黒船は依頼通り観客を乗せて，

スタートラインの風下で観戦している。私が「井上さ

ん，無理かね？」．｢無理そうですね」「よ－しN旗を揚

げて下さい｣。「了解｣｡ついに第1回黒船カップオープ

ンヨットレースはノーレースと決定した。結果的には

良かった。下田～神子元島～かつを島～下田のコース

を帆走ることになっていたが，かつを島を回航するで

あろう時間の10時30分～11時の石廊崎の観測では,N

E風速25メートルを記録していた。

さて一曲面を乗り越えたところへ，ジュニアの大会

本部より無線が入った。9時35分「ジュニアの大会は

どうしますか？」。これまたエスビースポーツクラブや，

清水，熱海とOPディンギーを持って，前日より泊り

(13)

込みでの参力1lである。今年の夏，世界選手権に参加す

る名選手も4人含まれている。レース海面は北東の風

でブランケットになり，波は無く，風の状況も判別し

難い。Ht界大会のジューイ監督，オリンピック強化委

員長の松本富士也氏，武市俊氏，森繁泉氏の面々が顔

をそろえてくれている。何とか-111実施させたいなど

と思いつつ現場に来ると，下田市ヨット協会長，体育

協会長が開会式のために早々来ておられた。10時，全

員集合を掛け開会式を実施，ジューイさん，武市さん

などと地元役員が協議し,A級選手のみ参加させ,内側

海域で一回戦やってみることに決定。1l時スタートで

実施するむれ海上保安部に通報，レスキュー5艇，監

視船3艇，コミッティーl艇，海上保安部よりレスキ

ューl艇の態勢で,18艇のOPディンギーが追風を受

けて浜より出ていった。しかし，スタートラインに着

く間もなく，吹出しのコースでバタバタと沈を始め，

18艇の参加艇の中,15艇が沈をした。一瞬足がすくみ，

顔色無くした。北東風に吹かれ，艇は沖へ流れ出す。

「船体放棄〃子供を先に上げる／」の声がとぶ。レ

スキュー全艇スタンバイである。30分後，人員点呼す

るが，一人いない。無線がとび交う。「ゴミ､ソティーボ

ートに一人早くからいるよ」の声，艇を拾い集めて無

事一件落着であったが,「こんなこともあるよ」とジュ

ーイさんは平然としていた。閉会式には石原慎太郎先

生が来て，ジュニア,PTA諸兄60数名を前に激励の

あいさつを送っていただくことが出来，それを以外と

平然と聞くジュニアを見ていて頼もしい限りであった。

大会が全て終わり，下田の協会員一同欲も得もなく

グロッキーであったが，全員の顔に満足感はみなぎっ

ていた。第1IIJは苦心がつきものだ。第2回は今回を

教訓に充実させたいと今から思う，全員一同の気持で

ある。

COURSECHARTC◎URSECHART

●SHIMODA

（下田）
●SHlM○DA

（下田）

●

KASTU○｣|NA

（かつお島）

●TOYONE

（トヨ根）

●

MIKOMOTO

（神子元島）
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黒船カップ･ヨットレース

優勝記

<RODEMV>後藤明

5月16日早朝<RODEMV>はNo.2ゼノア，フルメ

イン・フラットニングリーフで下田港にアプローチ，

その時の僕達の話題は服装がいかに乾燥しているか，

そして．.…．なにしろクォータートンでオーバーナイト

のレースをして，ズブ濡れにならなかったのは今レー

スが初めてなのです。いつもならフィニッシュが近く

なる頃には，カッパの中はビシャビシャ，ブーツの中

もヌタヌタになって，どこからともなくたとえようの

ない異臭が，僕達の周りに漂ようのです。特に今回の

“黒船カップヨットレース”では，臭いに関して，20

名を超える「RODEMファミリー」でも最右翼で,一,二
を争う2人が参加しているのです。レース出場メンハ

ーが決定した時から，本人を含めて一同が一未の不安

を胸に秘めて……。ところがスタートからフィニッシ

ュまで，クローズホールドの帆走は下田湾内だけだっ

たのです。

波のない海面を一気に滑るようにフィニッシュライ

ンへ.ノフィニッシュラインを横切ると，下田ボート

サービスの方が操つるテンダーボートが寄ってきて，

微笑を浮かべながら出迎えてくれたのです｡｢オメーら

遅いじゃねえか〃｣。アァ．.…･何と暖かいお言葉.／僕

達は顔では笑っていましたが，心は海より深く沈み込

んでいったのです。もう船外機をセットする気にもな

れません。出迎えてくれたテンダーボートにたのんで，

泊地まで曳航してもらいました。

泊地の下田ボートサービスの前に近づくと，岸壁に

集まっている人々から，僕達に向けられた罵声が聞こ

えてくるのです。こともあろうに「オメデタイ」など

とは.／あの人達は下田の人間なのだろうか？つい

に僕達はオメデタイ人間にされてしまった。知る人ぞ

知る「RODEMファミリー」，下田にまでその名が鴫

り響いていることに驚き，また，無理もないとチョッ

ピリ反省。それにしてもこうあからさまに言われると

は，沈んでいる心はますます……，もう浮ぶことのな

い原子力潜水艦になってしまう。それでも気を取り戻

し，ファーストホーム艇との時間差を確認してみた。

時間差は1時間。もしかして優勝？僕達は思わず互

いに顔を見合わせたものでした。深く沈み込んでいた

,C､は“優勝”の二文字を浮力体にして，たちまち浮上

を始めたものです。

レース本部に事故報告書および航跡図を提出に行っ

(14）

て優勝を確認したときは，喜びが胸の奥から込み上げ

てきました。周りの人の「おめでとう／」の言葉と共

に。そして改めて悟ったのです。岸壁の人達のかけて

くれた言葉は「おめでとう」という歓声であったこと
少

汪o

思えばｩ「RODEMファミリー」としては照船カップレ

ースの出場を一時断念したこともあったのです。しか

しファミリーの重鎮であり，下田に住むMr.RODEM

こと山下ll皇明氏の強い要請により，条件付で出場する

ことが決まりました。条件というのは,“山下氏がスキ

ッパーとして出場すること”，“帰りの回航にも乗艇し，

徹底した練習を行なうこと”の二つでした。出場を決め

た時の余談に，レース自体もナイトセーリングの練習

である，との有難いお言葉も頂戴した。

さて，出港時には船外機を艇内に格納し，スタート

海面付近まで，同じレースに出場する艇に曳航しても

らいました。この頃には，艇長会議が始まる頃に降っ

た雨は上がったが，まだ雲は厚く天空を殺っていまし

た。そんな時，航海灯に異常が見つかったのです。月

も星も出ていない附夜の海，まさにお先真暗〃調べ

て見ると，航海灯のブラケットが腐食でやられている

のです。まったくもう，船検の認定商品のI¥!質の悪い

ことといったら……ブツブツ…･･･。何とか応急処理を

終えた時にはスタート前数10秒，スタートラインまで

10数メートル，すぐにジャイブ，そのままスタート。

遅れた〃と思いながら風上側で最も本部艇寄り，す

ぐにスピンを展開する。すぐ目の前に一艇，そして他

の艇は？何と，ほとんどの艇が後ろにいるではないか。

近年にまれな夜間スタートで勘の狂った他艇，そして

ハーバーから出港して，そのままスタートしたような

我が艇，まさにラッキーだ。他艇の影響を避けて一番

陸寄りに走るが，一艇だけ僕達と同じコースを引いて，

走り比べになりました。僕達はスタート前のあわただ

しさを忘れ，徐々にレース気分が盛り上がってくるの

でした。風は弱く，波のない海面で視界が悪い。この

風なら大型艇に大きく離されないだろうし，時間もか

かり，我が艇にとっては有利だ。このレースは貰った

と僕達は思いました。

とにかく大型艇は先行するから見失なわないように

ついて行こう。スタート後1時間，他艇のスターンラ

イトが遠い，意外に船足が伸びているようだ。その上，

僕達に比べて異常に南下していく。これはマズい,′

あわただしくトリムコントロールが始まるが，現在の

タックではこれ以上南下できないことが分かり，誰も

何も言わない。わずかな空rl時間が僕達を包み込んだ。

｢ジャイブ〃｣，静寂を破るかのようにスキッパーの声

が響いた｡｢今日はナイトセーリングの練習だ。そうだ

る？」，僕達は“有難いお言葉”を思い出したのです。

そしてジャイブを繰り返しました。その時の航跡はま

るで他艇の航跡を縫いまとめているようだったでしょ

う。先航艇のスターンライトは開の中に霞み，絶望の

皇

へ
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中に取り残されたのです。僕達には“練習”という名

の免罪符が唯一の心の支えでした。

夜が明ける頃から徐々に風が強くなり，波も高くな

ってきていて，時々波に乗り始めた。

僕達が門脇埼の沖あいに達した頃，前方にはヨットが

朝もやの中に解け込むように見える。4～5ハイはい

るようだ。稲取ll'llあたりまで来ると，さらにヨットが

はっきりと，しかも6～7ハイと多く見えてきた。僕

遮には波に乗れる風だが，他艇はまだ波に乗り切れな

いらしく，みるみるうちに追いついていくのが分かる。

爪木崎付近まで来ると，僕達の周りには8ハイのヨッ

トが数えられる。出場艇は全部で12ハイ’残る4ハイ

の大型艇はフィニッシュしたのだろうか？〈ビッグア

ップル>，〈光>，〈月光>,もう一パイは何だろう？僕

迷には艇名がどうしても思い出せないのです。結局，

見えない4ハイは既にフィニッシュしたものと結論し

ました（後で我が艇を数えなかったことが分かりまし

た。この噸には自艇がレース艇であることを忘れてい

たのです)。

爪木|崎をかわしジャイブ，最後のジャイブになるの

です。きれいに決めなければ.ノジャイブ.〃しかし

その時，波にスターンをさらわれ見事に失敗，艇はそ

のまま横倒しになったのです。波の悪さはもとより，

風が意外と強くなっていることに改めて驚かされまし

た。再度ジャイブに挑戦，今度は成功，そのままアビ

ームで走る。すぐ目の前にジブに換えたヨットが2ハ

優勝の花火を手にしたオーナーの戸田氏

(15)

イ，こちらはスピンlll,LL,下H1湾はもう目と鼻の先だ。

｢ヨシ．／抜くぞ｣，レース気分が戻ってくる。下田湾

口にさしかかり,No.2ゼノアに換え，一路フィニッン

ュラインへ。結局，目の前の艇には，今一歩のところ

で先んじられましたが，僕達は総合優勝の栄冠に輝い

たのでした。レース中のほとんどを練習気分で参加し

て優勝，ウフフ……笑いが止まらなくなっちゃう。

その日の晩の表彰式とパーティーには，下田で僕達

を出lf'1えてくださった，オーホーの戸田氏と共に出席

させていただきました。この季節の下田にしては，珍

らしいと思われるほどの肌寒い気温に見舞われ，用意

されたビールがIIIのように残っている。それでもパー

ティーは盛況のうちに進み，地元の青年1,llによる太鼓，

生バンドによるディスコ等，楽しい一時を過ごさせ

ていただきました。また，パーティーの最後を飾った

花火大会は，全国に先がけて行なわれ，賞品の一つと

して供された三尺玉をはじめ，各種の新型花火が数多

く打ち上げられて，それはそれは圧巻そのものでした‘

‘‘黒船カップヨットレース'，の第一回に優勝の栄誉，

山下氏は故郷に錦を飾り,そして"秋に強い<RODEM>"

から“オールシーズンの<RODEM>"への足がかり

と，いいことづくめです。この勢いで明日のレースも

貰っちゃおうと，気勢を上げたのですが，当日は強風

でレース中止となり，非常に残念でした。皆さん，

<RODEM>に注意して下さいネ。今後のレースも貰
っちゃいますよ.ノウフフ..….。

スキッパー山下正明氏
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’NORC玄海支部主催 ’

第5回

アリランレース1981
コースレコードを更新して

くジグザグ>号3度目の

ファースト･フイニツシユ／（13.38'10"）

NORC玄海支部・広報委員長

堀田総八郎

ファースト・フィニッシュを喜ぶくジグザグ>号メンバー

5月3日正午，釜山港沖をスタート。博多湾は小戸

ヨットハーバー前のゴールまで，およそ110浬の1981

年第5回アリランレースは，地元のくジグザグ〉号が
3度目のファーストフィニッシュか，遠来の広島から

やってきた，前アドミラルズカッパー･TOGOのくカ
ズ〉号力雪辱するか，この2艇の熾烈なファーストフ

ィニッシュ争いに焦点が当てられたレースとなりまし

た。結果はファーの船型を生かしたくジグザグ〉号が，
文字通りジグザグのコースをとり,l1分の差でゴール

〈カズ〉号がまたもや涙をのむ……という結果に終わ

りました。以下出発からゴール，表彰式までをレポー

ト致します。

(16)

1973年「韓国までヨットで渡ろう．.….」という話か

ら発展して，釜山～博多間の国際親善レースに発展し

たこのレースも，今年で5回目を迎えました。

主催する玄海支部では世話をする委員への負担が大

きく，毎回ながら，終わってから｢次はもうやめよう」

という話が出ていました。委員，特に総務担当への公

私共の負担は想像を絶し，ために総務委員のなり手が

なく，大原支部長からの懇請で引き受ける，というの

が実情でした。しかしこれらの重圧をはねのけて，何

回もの常任委員会での検討と，会員からの要望，他支

部への彰響もあり，今回も実行する運びとなりました。

新ルールでの計測にとまどう

レース前の計測では，今年からの改正ルールに合わ

せてのもので，マストを高くしたり，ブームを長くし

た艇は，今回の改正で，自艇がどれだけのレーテイン

グをもらえるか，それにともなうT､C.F.はどうか，

出場申告遅れの艇もあって，データを本部に送り，計

算の結果を知らされたのは，出発直前の4月28日で，

艇によっては新ルールがよく分からず，特にレーティ

ングが予想よりも大きな数字になってとまどっている

ところもあったようです。

参加状況

さて，今年の出国は4月29日，博多港と下関港で手

続きをとり，対馬の比田勝港で集合，アンカリング，

5月1日0時に比田勝港を出て釜山へと向かいました。

当初35艇のエントリーが，まず岡山からの2艇と広

島からの1艇，それに伴走船の小戸からのl艇が抜け

て31艇となり，前回よりも2艇少なくなりました。渡

韓したのは空路を含め,185名，レース参加は177名と

いうことになりました。

参加艇は別表の通りですが，艇種はギンギンのレー

ス艇あり，参加に意義あるクルージング艇あり，この

レース出場が目的で直前にNORC加入艇ありと，話題

に事欠きませんが，玄海支部広報委員でもある,"岸壁

のおっ母さん”こと片倉静江さんのくカラコルム〉号

須里

須一
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(ピーターソン30)，小戸ではおしどりセーラーとして

有名なくキャプティーヌ〉号（ソレイユルボン27）の

松雪満夫妻など，女性の参加が特筆されます。

緊張の中，オールフエア.／でスタート

5月2日の大韓ヨット協会，泊地でお世話になった

海洋大学の来賓が出席しての親善パーティーでは，各

艇の艇長が奮闘宣言をしました。その中でく中でくカ

ズ〉号の有田オーナが，韓国民族衣装のチマチョゴリ

で挨拶，満場の大拍手の中，ファースト・フイニッシ

ュと総合優勝を宣言され，レース前から早くも舌戦が

展開され始めました。

5月3日,釜山は快晴,1013mb,WSW2～3m/Sec,

出国手続きが遅れ，正午のスタートが危ぶまれました。

しかし，末松レース委員会の采配でどうやら間に合い，

正午スタート。緊張の中で1回でオールフェアとなり

ました。

各艇No.1ゼノアとフルメイン……ところがスタート

直後，7～8m/Secと吹き出し，各艇ともオーバーセ

ールぎみのリーチングで，ヒールしながら早くも快調

にとばし始めました。毎回ながら風が足りず朝鮮海峡

の2～3Ktの逆潮に流され，海の難所，対馬北端の

三島沖をかわすのが心配の一つでしたが，これなら大

丈夫。後は潜水艦銀座のこの海峡で，原潜にぶつけら

れないよう祈るばかりと冗談も出るほどでした。各艇

ともアビームからリーチングの中を，大潮の2.5Ktの

大逆潮もなんのその’スタート2時間後には早くも対

馬を視認するほどになりました。

16時30分，先頭艇団は早くも三島をかわします。こ

の頃から風は徐々に強まり,2mの波は横から打ち込

み始めました。この辺からくジグザグ〉号とくカズ〉

号のかけひきが始まります。〈ジグザグ>号はおとしぎ

みのスピンランで，船型を利用したプレーニングを続

けスピードをかせぎ，次にリーチでつめ上るの繰り返

し，天気図によると決して風は前にまわらないとみて

これを続けます。一方くカズ〉号は対馬沿いにつめ上

I

釜山泊地

(17)

り，次にスピンラン露という長いレグを引く，という走

り方です。夕暮れ時の19時頃漁業監視船がコース近

くでレースを見守っています。というのは，この海域

は韓国の密漁船が多く，おまけに覚せい剤や金塊など

の洋上取引が多いところで，巡視船もそれらの取り締

まりが忙しく，とうてい我々のレースを支援してもら

うということなど考えられません。

20時過ぎにはもう日がとっぷり暮れ，星が2つ，3

つ輝いていたのが次第に雲行き･があやしくなり，風も

平均10m/tecと強まり（瞬間では15m/Secにもなる),

プレーニングを続けるくジグザグ〉号は15Ktのスピー

ド計を振り切ることさえありました。

20時30分，沖ノ島を視認。あたりは新月で真暗闇。

灯台の灯と，前後を走る艇のマスト灯だけしか見えま

せん。この辺が勝敗の分かれ目。トライラジァル．スピ

ンをあげて頑張ったくテクニシャン〉は，ここで他艇

より1Ktほどスピードをかせぎ，逆にブローチングを

避け，安全策をとってゼノアで走った船は遅れをとる

ことになります。

この辺より小戸大会本部の江頭さんのコールが入っ

てきます。21時，〈ジグザグ>号の光安さんと本部との

交信で,"沖の島近し”との応答があり，本部につめか

けたメンバーから一様に驚きの声が上がり，フイニッ

シュラインをつくるため，至急呼び出しをかけ始めま

した。

〈オットセイ〉号ラダーを損傷，リタイヤー

ところが21時,〈ジグザグ>号を中継してくオットセイ〉

号（渡辺一洋艇長・スプレンダー27）から，ラダー半

損の連絡が入ります。同艇はここでレースをリタイヤ

ー，と同時に機走を開始します。無線によると，自力

回航をなんとか試みるとのことで，本部一同ホッとし

ていたところ，22時頃同艇より，ラダーを全損，応急

ラダーで走るとの連絡が入ります。しかし，しばらく

して打ち込む3mの波に保針ができず,23時頃には本

部へ曳航を依頼してきました。

釜山でのスタート



○FFSHORE昭和56年7月15日第75号 昭和52年7月21日第三種郵便物認可

第5回アリランレース成績表

T.C.F 修正
順位

レー

ティング
クラス

別順位
着順 艇 名 修正時間所要時間

’
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３

ジグザグ(F38)
かづ(DOU42)

サクラ(YAlton)
テクニシャン(E､D.30)
マリエ(E.D.lton)
ノンビリア(YA33)

ホットスパー(F920)
ワイルドダック(E.D､30)
美美（エリクソン39）
玄烏エクスプレス(E，D.30)
ネオアンタレス(F727)
サムライ(G，ソレイユ34)
アルフイー(F727)
プリンプリン(NIC30)
ありあけ(J24)

クォーターアップル(HOL25)
エスペル(DOU30)
寿宝(YA30)
山笠(YA30)
ブルームーン(G.S.30)
カラコルム(DOU30)
レデイーバード(DOU30)
アポロニア(DOU33)
国士無双(DOU30)
バンガード(DOU30)
ピクニック(YA25P)
ムーンライトエクスプレス(YA30)
モーニングクラウド(YA30)
カピテーヌ（ソレイユ8m)
トロピカーナ(HOL25)
オットセイ（スプレンダー27）

８
７
６
１
０
２
４
３
１
５
２
２
１
９
４
３
９
５
６
７
０
２
３
３
４
８
５
６
１
７

１

１

１

１
１
１
１
１
１
１
１
１

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

２
１
２
７
１
．
９
３
０
３
９
３
０
９
４
５
９
０
９
３
４
６
８
７
６
０
１
５
１
２
６

■
■
■
■
■
■
■
■
●
■
■
●
●
凸
●
ひ
ｂ
■
■
■
■
■
■
■
？
■
■
■
■
■

４
２
７
２
８
３
５
４
７
３
０
５
８
２
１
８
２
０
１
１
１
１
４
１
２
０
１
１
８
９

３
３
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
２
２
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
１

0.8448

0.8266

0.7815

0.7364

0.7901

0.7489

0.7b30

0．7499

0.7825

0.7489

0.7106

0.7600

0.6947

0.7333

0.7237

0．6947

0.7290

0.7172

0.7215

0.7226
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本部では21時の連絡と同時に,〈アポロニア〉号のオ
ーナー，福元征四郎副支部長を呼び出していたので，

直ちに玄界灘界隈の漁師に顔が広い福元さんが，高速
漁船をチャーターする交渉を始めました。

23時30分,<オットセイ>号はWSWの風速7m/Sec,
3～4mの波で応急ラダーも使えないようになり，沖
ノ島西10浬で遂にヒーブツー開始します。

から“配電盤のショートで，コンパスなどの計器類が

一切読めないが，前の艇の灯（後でくサムライ〉号と
判明）を頼りに走っているので，レースには影響あり

ません”とくヴァンガード〉号の無線中継で連絡が入

ります。

暦が変わった翌5月4日1時頃くジグザグ〉号より

“玄界島をかわした”と交信が入り，本部艇が直ちに

マークを打ちに出航，続いて写真撮影にと，大型フラ

ッシュを用意したくエスペランサ〉号が，トップ艇を

出迎えに出航していきます。

毎堅

無線交信にも虚々実々のかけひき

この間に他のレース艇は順調に走り,21時30分くジ

グザグ〉号は“小呂島近く”との交信後，“近くにくカ
ズ〉号がおり，非常に競い合っているので，これにて
しばらくは帆走に専念したく，次回は23時にしたい”

旨連絡が入ります。続いて22時30分,<カズ〉号からも
“近くにくジグザグ〉号がおり，位置はあまりいいた

くありませんが，小呂島近くです”との交信が入り，

トップ艇のデッドヒートが，本部までもひしひしと伝

わってきます。この時，この両艇は小呂島近くのラム

ライン上でしのぎを削っていたのです。

続いてくアルフイー〉号(吉良正彦艇長・フアー27）

'5艇がコース・レコード，〈カズ>号は惜しくもファー
スト・フィニッシュを逃す.／

博多湾内，能古島の西に赤いマスト灯が二つ，漆黒

の海に左右にゆれながら，かなりのスピードで近づい

て来ます。果してどちらがトップ艇でしょうか？機

走6Ktのくエスペランサ〉号は，出迎え途中を慌てて
フィニッシュラインにもどります。

本部艇には鯉幟をあげ，クセノンランプの閃光を発

して所在を示していますが，ハーバーの水銀灯と重な

(18)
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ロピカーナ〉までが5時47分，薄明の中でフィニッシ
マ1士1先
一生しふい〃.－0隣

I

各艇の無線連絡に勇気づけられ，荒海の中をくオット

セイ〉号10時間も頑張る.／

ところで，ラダー全損のくオットセイ〉号ですが，

1時には漁船のチャーターができ，同艇に連絡，3時

には福元さんが乗って福岡の伊崎漁港を出航しました。

この間に，海上保安部に事情を連絡，曳航は当方です

る旨伝えます。〈オットセイ〉号からの電波は悪く,この

間く美美〉号やくカラコルム〉号の無線中継協力で，

状況が遂一本部に報告されていました。前夜から本部

につめかけていた大原支部長が,「どんなメンバーが乗

っているのか？」と心配そうに聞かれたのに対して，

「艇長はヨット暦15年のベテランで，他も潮っ気たっ

ぷりの連中です，なんとかやりますよ……｡｣との返事

力返り，本部は意外と明るい表情でした。しかし後で

聞くと，沖ノ島近くに寄せられて，また針路を釜山へ

向け，クローズで逃げたり，スピンポールのねりがい

を2人がかりで支え，手を真赤にはらしたり，シーア

ンカーがわりに流したポリタンクの柄が次々に抜けて

しまったり…．.,，とかなりの悪戦苦闘をして，沖ノ島

近くから遠くに流されるのを防いでいたようです。そ

して6時頃には“沖ノ島を252度にみて3浬”のとこ

ろまでやっと10浬ほど流されるに留めたようでした。

曳航に向かった福元さんからは7時に沖ノ島から船

舶電話が入り，同艇の位置を知らせると，20分後には

同艇を視認の報が入り，一同ホッと致しました。

これより40浬の曳航が始まりますが，ラダーのない

同艇は尻を振るので，ロープを長く後ろにたらしての

曳航となりました。そして13時には無事検疫阜頭に着

Ｉ、
４

＄

‘ゞ 、,琴諺畷

2着くカズ>号、ゴール

へ って，今一つレース艇には分かりにくいようです。

1時35分，ゴール200m前で風が落ちる。静寂の中，

ウィンチ音と人声で，戦前の予想を裏切って，トップ

艇はくジグザグ〉号と分かります。早い.'……。13時

38分10秒フィニッシュ。コースレゴードだ〃しかも

これまでは第1回のくアルテミス〉号（カータ－．1

トン）がたてた,16時間2分5秒を2時間23分も短縮

してのレコードだ.(〃

続いて11分余り遅れてくカズ〉号がフィニッシュ。

更にくサクラ〉号(YA･1トン）がゴールした後，総

合優勝艇となったくテクニシャン〉号（デュポァ30）

が，〈ジグザグ>号に1時間足らずの遅れでフイニッシ

ュ，以下15番のくありあけ〉号(J-24)までが，い

ずれもコース・レコードというハイ・ペース。電気系

故障のくアルフイー〉号も13番目にゴールして,Bク

ラス1位，総合2位に入りました。以下30番目のくト

航跡図航跡図 釜山
釜山

へ
号。 。

か可能

使用を

30,

開始

博多湾

ユユ
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き，一応ことなき次第となりました。

リーチング・スピンランが勝敗の分かれ目.／

今回のレースを振り返ると，ラダートラブルによる

リタイヤー艇が出こそすれ，全員無事帰国，大幅なコ

ースレコード更新と様々な記録で飾られ，大成功のレ

ースだったと言えるでしょう。

5月5日，博多の東中洲は城山VOプラザで開かれ

た表彰パーティーでは，真黒に陽焼けした元気な顔が

集まり，お互いの健闘を讃え合いました。

今回のレースの特徴は，全艇ノータック，ノージャ

イブで走りましたが，特に強風時に，リーチングのス

ピンランで頑張った艇が上位に入賞しました。また，

強風のアビームからリーチに強い艇には有利に働いた
1－弓一アﾐ､’た
←ノミレノーO

〈ジグザグ〉号とくカズ〉号（前アドミラルズカッ

パーTOGO)の一騎打ちは,3度くジグザグ〉号に凱

歌があがり，「これで地元博多での面目が立った」と同

艇のスキッパー，石橋征一さんが思わずもらした言葉

に実感がこもっていたようです。

I 第 ワ回’

オレンジカッブ･レース

オレンジカップ･レース
観戦記
サントピアマリーナ(株)飯塚功二

ついにやって来ました，地獄のゴールデンウイーク，

筆者にとっては，地獄以外の何ものでもない季節です。

毎年恒例となりました本レースも，早いものでもう7

回目，内海の春のイベントとして定着致しました。私

も主催者側の一員として，初回より本レースコミッテ

イーを務め，一貫して陸上本部留守爵役に徹しており

ます。そんなことで，本レース報告は陸上ゴミッテイ

ー側より見た，副戦記（奮戦記？）とさせていただき

ます。

4月24日（金）

いよいよ地獄のl_|々の幕開けです。私共マリーナ関

係者にとっては，唯でさえ忙しい時期なのに，これに

加えて30数艇の受け入れ，レース運営をするわけです

から7地獄という言葉が御想像できると思います。

さて，私，陸上本部の最初の仕事は．エントリーリ

ストの作成から始まります。本来エントリーリストな

どというものは，レース開催一週間前には出来ている

ものなのでしょうが，内海の悪習’'賞とでもいいましょ

うか，コマーシャルベースのオープンレースという気

楽さから，例年のごとく〆切日を過ぎ､てから当日まで

のエントリーが結構ありまして，毎度のことながら，

レース前日の作成となるわけです｡35艇のエントリー

カ確定したところで，次に恐怖のレーテイング決定作業

(20）

に入ります。これもまた残念なことながら，折角IOR,

JORを取得していながら，更新手続きの未処理,4月

過ぎの手続きなどで，エントリー艇の過半数は有効な

証書がない状態なのです。本ゴミッテイーは，これに

対処する方法として，やはり参加艇には出来るだけ公

平に競い合うことが出来るようにし，それが戦闘意識

にも，ひいてはレース全体のムードにも大きな影響力

をもつ.という認識のもとに，極端なペナルティー・

ハンデは付けないと方針決定。まず原則として,'81年

版のIOR･JOR証書取得艇はそれを使用する。'80年ま

での証書取得艇で未更新の艇については，そのレーテ

イングを基準に，本年度のルール改正に伴う各艇種ご

との変化傾向をもって調整し，まだ取得していない艇

については,liil様に各艇種ごとの一般的（平均的）レ

ーティングを基準とする……。とはいうものの具体的

に決定する段になると,'81年版の資料をNORC事務局

にお願い致しまして，出来るだけ集めてはおりました

が，これを私の独断と偏見（？）と公平さで，処理する

わけです。過去のレースにおいても，いろいろとこの

レーティング決定で頭を悩ませられました。基準レー

ティングに対する，ペナルティーをどの程度にするか

が問題なのです。レーティング未更新の艇，特に新艇

で未取得の艇などは，フリーボード，トリム，リグ等

において，レーテイングが大きくなる要素が多いとい

う経験より，やはり多少のペナルティーを加味する必

要があり，また，進水年月や他の要素など，それぞれ

の艇を頭に浮べながら･･･…，ということで，ようやく

決定の段と杣成りました。時すでに20時過ぎ､。さて，

次なる仕事は，出艇申告書レース報告書成績の集

計表などコピーの大活躍果ては翌朝のコミッテイー

各員の弁当手配，各コミッテイーボートの要員割り振

タヒ

へ
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り，レースコースの打ち合わせ等，毎年のことで慣れ

た手順とはいえ，その間にぞくぞくと集まってくる参

加諸氏との雑談など，夜のふけるのは早いもの，陸上

本部兼ハーバー事務所の店じまいは深夜12時。

4月25日（木）

0600前，本部開業。昨夜の前線通過のなごりで雨，

SWの風,5～6m/sec.風は申し分ないが，雨がなん

ともうっとうしい。予報では午後は晴れとのこと，ま

ずは出艇申告の受付より業務開始。いくらローカルレ

ースとはいえ，乗員名，連絡先住所等の不備なものが

多く，コミッティーを手間取らせる。

0645,艇長会議開始。エントリー28艇，土曜日とい

うことで，クルーの通合がつかないのか，5艇ほど欠

場。これという質問もなく07m終了。

0730,各艇ハーハーよりレース海面に出陣。陸上本

部はここでようやく一段落，後はレース結果を待つだ

け。

0830,第1レースは予定通りのスタート。陸上と海

上のコミッテイーは，アマ無線とトランシーバーの二

本立て体制で一応万全でしたが，なんせ陸上本部は私

一人のため，コミッテイー業務に專念するわけにもい

かず，本業とのかけもちで，受信時に留守ということ

もしばしばあり，多少のもたつきはありましたが，ま

ずは快調。

さて，レース状況は小雨の残る中,風は4～7m/sec

と変わらず，順調に展開，ワントン・〈マリンケヤー〉

(HOL-37),スリークォータートン･<チサト>(DOU-

34)，〈シードリンカー>(HOL-33)の激しいトップ争

いが演じられましたが，結局はワントンの貫録でくマ

リンケヤー〉のファースト・フイニッシュ｡続いてくシ

ドリンカー>,<チサト>の順でブィニッシュ。修正では

それぞれ4位，2位,1位となり，ハーフトン・〈ウイ

ザード>(NAK-295)が着順6位・修正3位に入り，

予想通りこの4艇が本レースの4強として最終レース

までもつれ合うことになりました。

最終艇フィニッシュ。1100,予想してたより風が落

ちず，結果的にやや短めのコースとなってしまいまし

たが，無事終了。私の予想では前記4強の他に，ダー

クホースとしてくカゲロー>(TAKA-30),<カリブー7>

(Y-26S),の走りを期待していたのですが,進水間も

ないレースということで，チューニング不足か以外と

走らず，やや期待はずれの結果となりました。

さて，本レース話題の艇くワイワイミミ>(YY-27)

の走りはいかにと注目しておりましたが，残念ながら

スプレッダー破損のためリタイヤー。この艇は自設計・

自作(LOA-27フィート）の超軽排水量艇で，特異な船

型と大きなメインセールで，明らかに微風専用艇とい

うイメージ。ただし，'81年IORで25.0フイートという，

これまた恐怖のレーティングを持っております。私が

最初にこの艇を見た時，なんとユニーク〃レーテイ

ングを無視すれば,1～3m/secの波のないゴンデイ

(21)

ション時のみ，その真価を発揮するだろうが,6m/sec

以上ではコントロールが難しいという印象でした。そ

の結果は第3，第4レースで証明致しました。なお，

デザイナー兼オーナーの山崎氏から全レース終了後，

「メインセールのエリアをもう少し小さくし，インサ

イドバラストを積み，レーテイングを下げると共に，

中風以上の風にも十分対処できるよう，大改造する」

とのコメント。結果的には未完成だったが，その努力

と意欲が今後のレース活動に大きく躍進することを確

信し，応援していきたいと思います。

1230第2レーススタート

雨から一転，雲一つない快晴に風もNW3～6m/sec

に変わり，マークを打ち直し，第1レースよりやや長

めのコースとなる。展開はやはり4強の争いに終始。

陸上本部は入ってくるフィニッシュタイムを順次計算，

得点表作成に全力投球。帰港した各艇のスキッパー，

クルー，続々と陸上本部に集合，結果に注目。1650,

レース終了。1700には得点表完成。4強が4点差内で

デッドヒート，やはり明日の第3レース，沼島回航が

大きく優勝の行方を左右することになりそうです。た

だ，毎年このレースが風に恵まれず，終始ベタか，強

風波浪のいずれかの極端で，コミッティー泣かせのレ

ースなのです。予報では移動性高気圧にすっぽりと入

り，ベタとなりそうな今回，すべては明日の風まかせ

ということで,1900からの艇長会議を終了。

4月26日（日）

0630,陸上本部開業。予想通りの晴天,1～2m/sec

の微風。0730,予定通りスタート。エントリー32艇，

私も本日は本業までの時間，レース海面に出て伴走観

覧。ランニングスタート，全艇横一線のまずまずの出

来栄え，上手よりくウイザード>，〈チサト>，中央より

くシードリンカー>，〈マリンケヤー>，の4強がジャス

トスタート。そして微風スペシャル艇くワイワイミミ〉

が,昨日のスプレッダートラブルを修理し,快調にすべ

り出す。友ケ島水道入口まで約1時間くシードリンカ

ー〉をトップに，続いてくワイワイミミ〉，それほどの

差はなく後続艇一団のままに南下，幸いにも潮流が南

流のため，微風ながらも全艇無事水道を通過，沼島を

向け鈍走。海上コミッティーも一旦帰路，後は風だの

みの心境｡llOO,陸上では無風状態に近く，沼島周辺

の風に期待するが絶望的｡1400過ぎ,Sの風3～4m/sec,

これでレース成立と思いきや，この風は友ケ島より北

側だけのもの，沼島周辺は相変わらず無風状態，レー

ス報告書によると,1500過ぎ大半の艇がリタイヤー。

その後，4～6m/secの風になるが，結局全艇タイム

リミットのノーレース。

陸上本部は得点計算の労をまぬがれたものの，やや

拍子抜け。逆に数艇のみのフィニッシュで上位確定，

第4レースの興味半減ということを思えばまだノーレ

ースということで,全てを最終ll'､,と期待を残したこ

とが不幸中の幸いと，私の素直な感想。
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4月29日（水）

中211おいていよいよ最終レース‘コースは正三角

約20マイル。いつもの段取りでll!艇申告受付，艇長会

議。特別事項として，帆走指示書によると「本レース

は3レースをもって成立」という項Hを,「雌悪の場合

は2レースにより成立」と変更し，各艇長に了承，確

認。と言いますのは,0700現在,Nの風l～3m/sec,

くもり，最悪の場合はコース短縮の約12マイルコース

とし.ても，べ夕になると速い潮流が命取りとなる可能

性があったからです。ともあれ，風だのみの第4レー

スのスタート。海上コミッティー間の無線がそうぞう

しい，なんと第1マークが見当たらないとのこと。マ

ークボートが所定の位置に向かったが，付近に兇当た

らないとの連絡（流失か沈か，結局最後まで発見でき

ず)｡取りあえずマークボートにM旗展開，移動連絡艇

にて各レース艇に通告。

レース各艇は視界の悪い海面，微風の1名に強い|*i流

のため，マークボートをなかなか発見できず四苦八苦

の様子。1030過ぎ，ようやく第2マークをトップ艇lﾛ｜

航，コース短縮か否か……コミッテイーの判断がいよ

いよ難しい状況となる。陸上・海_1両ゴミッティー棚

談の'三，第3マークのトップ集団u'l航が1130～1200ま

でなら短縮なしとの結論。1130過きゞトップ艇回航，予

定通りフルコース続行。

12()0過ぎ一転,NよりSに風が変わり5～8m/sec

の風，コミッティー一同一安心。ところが風はどんど

ん強まり，10～15m/sec,最大22m/sec(陸_|負での記

録)，こうなりますとタイムリミットの心配から一転，

強風によるトラブルの心配に変わり，ゴミッテイー間

の無線連絡大繁盛となります。リタイヤ一艇の帰港の

確認，トラブル艇の曳航，その間に入ってくるフイニ

ッシュタイムの確認等，最終日らしくいよいよ本領発

揮，表彰式をむかえ得点計算に集中。

晶終艇フイニッシュの連絡1430(なんとタイムリミ

へ

'81第7回オレンジカップ・レース成績表
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ツト1秒前の14:29:59),結果は強風に強いくベンガ

ル>(YAM-36)のファースト・フイニッシュ，同じワン

トンのくマリンケヤー〉にようやく一矢報いた感じだ。

続いて4強の各艇が続々とフイニッシユ。そしてこの4

強に割り込んだのがくベルバラ>(NAK-295)着順3

位，修正2位と大健闘。前記のく力リブ岩7>は，デイス

マストでリタイヤー,〈ワイワイミミ〉は,一転の強風で

メインのコントロールが出来なく，やはりリタイヤー。

<バジェナ>(HOL-26)が前半の微風時にトップ集団に

維持，強風に変わってからも善戦，着順9位ながらも

一挙に修正1位と最終レースを飾る殊勲。

1500,海上コミッテイー帰港，レース委員長との最

終チェック，フイニッシュ時のマークタッチ艇の検討

が行なわれた。ここで登場したのがビデオTV,便利

なもので，すぐさま一部始終を再現してくれ，あっけ

なく結論が出る。直ちに全レーストータルの成績表作

成。

1530,予定通り表彰式結果的には本円のレース成

績が大きくものをいい，僅少差でくウイザード〉の逆

転優勝2位にくチサト>，そして3位に最終レースの

健闘によりくベルバラ〉が入り込み，4位にくマリン

ケヤー>’5位にくシードリンカー〉と決定。こ二に無事

レースも終了，やっと幕を閉じました。本年は沖縄～

西宮レース，小笠原レースと期間内にダブリ，大型艇

の参加が少なく，参加艇も多少減りはしたものの，盛

況の内に終わりました。主催者の一員として参加各艇

に心より感謝する次第です。

なお，最後になりましたが，本レース運営を務めて

下さいました内海支部帆走委員長，谷川晴彦様始め，

各レース委員の皆様本当に御苦労様でした，御礼申し

上げます。苦労の割には報われないコミッティー業で

すが，今後共よろしく御協力の程御願い致します。

オレンジカップ優勝の記

日柳政俊

早いものでオレンジカップレースも今年で7年l-lに

なりました。第1回より皆勤のくウイザード>ですが，

オレンジといえば参加することに意義を見い出し，ベ

テラン達のセールワークやタクテイクスを後ろの方よ

りただただ眺めているだけでした。1号艇のくウイザ

ード>(Nakayos}'i-295)3世が進水し,1年半経った

この艇での2回目のオレンジは少し苦しい。ただ今回，

2トン，％トンの新艇多くが沖縄レースのため不参加で，

〈ウイザード〉にとって幸いでした。しかし今年に入

ってからの西宮での新艇の進水等を目の当たりに見て，

西宮では万年2位という（名誉というか不名誉という

か）名の通り，今年も2位ぐらいが妥当だという気が

しないでもありませんでした。特に今年1月から西宮

(23）

ポイントレースにおいて，3連勝のくチサト>（ピーター

ソン％塩見スキッパー）がオレンジに的をしぼってお

り，我々の最大の関門と思われました。

クルーは私の他にキングセールの庄崎さん，コスモ

マリンの田代，西口さん他に高田さんの5名，平均年

齢40歳というオヂン臭さで，ただオリンピック－回り

でビール’カートン飲みほぐすぐらいが唯一の取柄で，

ビール飲みたさのため,1年半不動のメンバーとビー

ル5カートンと共にレースに臨みました。

サントピアでは我が艇の隣に，今年進水のくかげろ

7)Takaispecial(ハーフトン）やくブローアップ〉

が，もやい設計者の高井さんを初め，江戸シ子弁のベ

テランが入れ込んでおり，不吉な予感がありました。

しかし艇長会議でレーティングがはるかにオーバーと

のことがわかり，ついていったらこちらの勝とホッと

した次第です。

第1レース西5～10m/sec
下からスタート，すぐ下にくチサト>，両艇タック。

〈チサト〉の位置が良くそのままトップ回航，続いて

くシードリンカー〉〔ホランド％トン〈トーゴー〉の寺

山さんがスキッておりました〕，〈マリンケア〉〔ホラン

ド1トン〈バイバイチャッピー〉の田中氏がスキッパ

ー〕,の順。我々はタック，結果このコースが悪く第4

マークでは大きく差が開き敗北。1位くチサト>’2位

くシードリンカー>’3位くウイザード>，当面の敵，ハ

ーフトンは大きく遅れ，やれやれといったところです。

やはりビールはlカートンなくなっておりました。

第2レース西4～7m/sec

l､からスタート，すぐ上にくチサト>，〈チサト>の後

ろをかわしタック，この返しのタックが良く，そのま

まくチサト〉マークでくチサト>，〈マリンケア>,〈シード

リンカー>，〈ウイザード〉の順で回航。風が下へ振り

ぎみのため落としぎみ,スピードをつけ，6ノット強を

キープ，％トンと遜色なく勝利を決めるポイントでし

た。そのままくアリンケア>,〈チサト〉，〈シードリンカ

ー>,〈ウイザード>の順で，時にくシードリンカー>とほ

とんど同I1､にフイニッシュ。2トン,%トン,%トン

勢をはるか後ろに見ながら，オーナー冥利につきる一

戦でした。1位くウイザード>’2位くチサト>’3位くシ

ードリンカー〉となんだか強豪相手の西宮ポイントレ

ースの様*Ⅱになって参りました。いい忘れましたが，

やっぱりビールlカートンが空。

第3レース沼島回航レース

このレースは島回りでベタリ再スタート気味になる

ため，レーテイングの低い我々には有利と考えていま

したが，〈チサト〉に大きく遅れ，少し焦りが入りまし

た。沼島回航後一気にくチサト〉に並び，そこで完全

なナギoやはり予想通り全艇足止めをくらいました。

4.30エンジンをかけ全艇タイムリミット。

第4レースE1～4m/sec→S10～15m/sec

第2レースまでくチサト〉との差l点差，このレー



○FFSHORE昭和56年7月15日第75号 昭和52年7月21日第三種郵便物認可

スは1.2倍されるので，このレースに勝った方が優勝

です。

ポートで上からスタート。下の集団が早く，小さい

艇が先行して一時くチサト〉より先行するも，ダンゴ

状になって全艇マークさがし。モーターボートよりマ

ーク流失の連絡があった11,fには全艇既にタックし，は

るかに先行,我々は90％敗北を意識しました｡<チサト〉

の塩見氏はこの時くウイザード〉がずっと遅れ，勝利

を確信したといいます。

第3マーク回航までシコシコと％トンやJ-24等を一

杯また一杯と抜きながら，なんとなくしめっぽくお通

夜のようなセーリングでした。なお，この時初めて気

がついたのですが，全員だまり込み，ビールもほとん

ど口にせず，やはりポジションが良いと「一杯」とい

う我々のパターンで,「負け戦はビールが安くつく」な

ど負けおしみをいっていました。

〈チサト〉との差10分余り，第4マークへ近づく頃少

しずつ風が落ち,S旗も揚がらず、最後の10%の望が

大きくなりました。現金なもので急に皆元気が出て，

ビールもはずむようになりました。〈チサト〉は風の変

わりHの不安定な中をスピンで第5マークへ，我々は

本格的な吹出しの前線に乗り，一気に追いつき，第5

マークでは5分差。しかし前にTakai%トン2艇が未

だガンバッております。その後ますます強まる風の中，

セールチェンジを。マメにやり，あっという間に％ト

ン勢を抜きさり，〈チサト〉との差4分まで縮めてフィ

ニッンュ｡0.2ポイントの差で優勝。、、やった''と全員

でまたカンパイ，なんとかかんとかいいながらビール

を飲む口実を兇つけているような我々です。

レースを振り返って，優勝出来たのは，名艇295や

GoodSailはもちろんのこと，なんといっても2年間

|司じメンハーで，艇のポテンシャルを100％引き出せ

たこと，〈チサト〉にはくシードリンカー>に負けられな

いというプレッシャーがかかったこと，最終レース，

風の神が我々にほぼ笑んだことなどでしょうか？本

当はくチサト〉の後ろからついていっただけ。

我々はレース中，飲物(ビール）と弁当は必ず用意，

毎日楽しんでレースをやって来ました。これからも安

全第一にレースを楽しんでいきたいと思います。しか

しよく飲みました。

へ
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湾’模

ミーティング予告

，日本ミ ン協会，卜
｜
’

すでに“舵'’6月号,"HELM"6-7に予告を出した

ので本誌を読まれている方々の大半はご､存知かもしれ

ないが，あらゆる機会をとらえてPRをと考え，さい

わい本誌編集部の方の快諾もえたので，その主旨，そ

の他ダブるのを承知でここに書かせていただく。

かつてJOGはなやかなりし時代から，次第に，より

大きなクルーザーヘと天下の形勢が変わりはじめたころ

だんだん外洋レースでJOGの出る幕がなくなりはじめ

たことがある。これではJOGセーラーの楽しみがなく

なり，ひいては健全なクルーザー底辺も育たないとい

うことで，石原慎太郎氏らが発起人となり，サントリ

ーをスポンサーに，相模湾スモールボート・ポイント

レース（こんな名称ではなかったかも知れないが，と

にかくこういう性格のレース）が始められた。

ところが，これが気がついてみたら，いつのまにか

JOGはクォータートンになり，ハーフトンになり，軒

を貸して母屋をとられるようになり，またまた現実は

スモールボートにとってもきびしいものとなってしま

った。

今，気楽にスモールボートの参加できる相模湾での

レースはSSCRぐらいしかないが､これとても大型艇

の間にはさまって，はるか後方を走るていたらくであ

る。いくら修正や，クラスでトップになシてもダント

ツの味．人の前を走る快感は味わうべくもない。いつ

かクォータートン以下のスモールボートはl艇2艇

と減って，クラスも成立しない有様である。

加うるに，今年からスモールボートの大部分はNO

RCでのレーテイング17ft.以下のグループ｡Ⅶに入れら

れ，その公認レースにはひとつも出られなくなってし

まった。

昔のJOGは貧乏人の外洋クルーザーで，それなりに

十分な外航性能を持っていたが，今のスモールボート

は種々雑多で，なかには耐航性を犠牲にしてスピード

だけを追求し，かつ高度な技術を待たねば乗りこなせ

ぬレーシングディンギーのようなものも多い。スモー

ルボートということで一括して考えるとき、おのずか

らそれ以上の艇と同じ考え方はできぬから，スモール

ボート．オーナーは一方的にNORCを恨んではいけな

α巳
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い。もっともクォータートンの中にも同じような危険

な艇はあるし，乗手の質も含めたトータルのレベルで

いえば，危険は同じようにどのクラスにも昔よりはる

かに多く潜在し，別にスモールボートに限ったことで

はないが……。

さて，ヨーロッパを中心に，クォータートンよりさ

らに安直，安価にレースに参加できるミニトン・クラ

スが盛んになっていることは，すでに諸兄ご存知の通

りである。我々はその流れに多少遅れたが，一昨年か

らヨーロッパの大陸ルールと英国ルールの統一がなさ

れたのを機会に，このクラスがディンギーとクルーザ

ーをつなぐ接点として日本に適したクラスであるとい

うことで，日本ミニトン協会を結成した。以後NORC

傘下の協会として，ささやかながら全日本選手権も毎

年行ない，今年は第3回を関東で，レベルレースの一

環として行なう。

以上，ミニトン協会の宣伝じみたが，元来スモール

ボートのオーナーはビギナーとか一匹狼が多く，レー

スになじみがなく，したがってグループで集まる主体

を持たない。そこで我々は勝手にスモールボートの利

益代表であると考え(実は仲間がもっと欲しいので)，

今年9月，全日本が相模湾で行なわれるのをチャンス

スに，そのプレ・イベントとしてミニトンにこだわら

ず，湾内の全スモールポート・オーナーに徹をとばし，

とにかく集まるうよということになったわけである。

“舵"や"MELM"の予告Nolでは8月16日佐島でや

る予定と書いたが，その後いろいろ交渉難行して，結

局当初我々が勝手に設定した通りにならず，

とき8月9日(II曜）

ところ江ノ島ハーハー

で行なうことにほぼ9分9厘決まった。9時～9時半

受付，9時半集合挨拶,10時半スタート，佐島沖電々

ブイを回航するミーテイングレース，帰着後パーティー

というスケジュールで行ないたいと考えている。

出艇資格は原則としてクォータートンを含まぬそれ

以下のクルーザーとするが，これは追ってさらに詳細

を次号でお知らせしたいO"舵"でおなじみの蒼竜窟御

主人のような根っからのシーマンで艇は万人認めると

ころの？などというのは多少大きな艇でも是非出ても

らいたい。そういうのが各ハーバーに必ず一艇や二艇

はいるものだから..…・・そこはそれ,スモールボート・

レースではなくミーティングなのだからあまりやや

こしいことはいいたくない。レース派もお祭派も潮気

のある男（言葉のアヤで女の方勿論）大歓迎。相模湾

スモールボート・ミーティングといっても，もちろん

湾外もまた大歓迎である。

いずれ各ハーバー，マリーナに要領，申込書，ポス

タ一等おかせてもらうつもりであるが，前述したよう

に，スモールボート･オーナーは"舵"や$@HELM"や"オフシ

ョア"に無縁な人が結構多い。この記事を読まれた諸兄、

たとえビッグボート，％，％，％トナーオーナー，ク

ルーでも関係ないと思わず自分のまわりのそういう方

方にぜひ情報を流していただきたい。ご協力ありがと

う･･…｡。

尚，ミニトン以外のクラスボートとしては次のような

艇が考えられます。

BW25,REU23,ECU26,N260,OCE25,VEL24,

OCN22,BW24,SK25,SAM24,CAN23,CAN23,

CAN25,BW21,BW23,N220,等。

少、･、･、｡、､、､、屯、｡~も、｡、｡、｡、｡～､、･、b～｡、q～Q～も、｡、o、｡～｡、｡、Q、｡、｡、｡、o、｡、｡、｡、、、｡、｡、｡、｡、｡、｡、｡、｡、｡､ﾛ、｡､､、｡、｡、｡、｡~

イ ，／

ヴ

ノ ノ
ウ

(~ヘヘー､ヘヘヘヘヘヘヘ～､陰へヘー､～､ヘヘヘヘーーヘヘヘヘヘヘヘヘ～､～､～~ヘヘーヘヘヘヘへ～､ノ

(25）



昭和56年7月1511第75号 ○FFSHORE 昭和52年7月2111第二欄郵便物認可

第1回東京湾カップ

シリーズ'81(仮称)開催について

工業立国日本の表玄関である東京湾の小さな入江，

河筋にも海を愛し，海とのつながりを求めるヨットマ

ンがそこここにクラブ，フリートを作り，地道なクラ

ブ活動をつづけてきたことを，関東ヨットのメッカで

ある湖南のセーラー諸氏はあまりご存知なかったかと

思います。それも道理，東京湾は世界で最も本船の往

来の激しいところなのです。

しかし世界中の大都市，たとえばニューヨーク，ロ

ンドン，シドニーetcはどうでしょう。勤めをおえた社

会人たちが，今日のようにナイトレースを行ない。本

船の航路をさまたげることなく（？）ヨットライフを十

分満喫している姿を，海外のレースに参加された方々，

また，ビジネスで行かれて七一リングに招待され，身

をもって体験された方も多いと思います。そうなので

す。海外では漁業に従事している人たちだけが海の市

民権（？）を持っているのではなく，ヨット，モーター

ボートの数があまりにも多いため，かえってヨットマ

ンが市民権を持っているといっても過言ではないと思

います。

このような背景には本船乗りもセーラーであり，海

軍に勤務する人もセーラーなのです。そしてこの話の

きわめつけが漁民にもセーラーが多くいること，うら

やましいかぎりのセーラー数ではありませんか。国民

のぱとんと÷が何らかのかたちでセーリングを楽しんで

いる国では，当然セーラーに市民権があるのはあたり

まえなのでしょう。

少し話が脱線してしまいましたが，東京湾も江戸時

代まではりっぱなセーリングゾーンだったのです。こ

のような夢を見ながら，ダウンタウンヨットクラブが，

東京湾のそこここに，小さく小さくなって点在してき

ました。しかし今のままでは，係留の問題。七一リン

グできる場所の問題等，悩みごとばかり多くて，とて

も楽しくヨットライフをすごすと’ころではありません。

今の現状は大小の差はあれ，苦しいヨットライフにな

ってしまっています。同じような悩みを持つわれら東

京湾ダウンタウンヨットクラブが，親睦をかねて今回

下記のような｢第1iﾛl東京湾カップヨットシリーズ'81」

(仮称)を開催するはこびとなりました。東京湾周辺で

セーリングを楽しんでおられる諸氏の奮っての参りIIを

おまちしております｡(第1Ⅲ東京湾カップシリーズ'81

実行委員会）

第1回東京湾カップシリーズ'81(仮称）

主催浦安七一リングクラブ，東京都連クルザ

(26）

一部会，ドルフインクラブ(木更津)，千

葉オーシャンヨットクラブ，（社)日本外

洋帆走協会横浜フリート，（船橋七一リン

グクラブ）

協力（社)日本外洋帆走協会，（日本ヨット協

会未定佐野氏が交渉する）

日程7月19日旧）木更津にて

8月23日旧）浦安にて

9月6日旧）横浜にて

。－ス7月19日浮島レース50マイルスタ

ートA.M500

8月23日浦安沖トライアングル

9月6日アシカ島l則りまたはトライア

ングル

※コース，スタート時刻等につきまして

は帆走指示書による

適用規則1977年IYRU競技現!ﾘおよび帆走指示書

安全規則船検（詳細は実行委員会の決定による）

計測実行委員会の決定による

順位の決定同上

グラス別け同上

責任の所在実行委員会の決定による

乗員の規定同上

賞○各レースごとの賞に順ずる

○シリーズ参加艇は最終レースである

横浜フリートレースのH＃に表彰をする

参加料木更津木更津横浜浦安

会員艇2000円2000円3000円

会員外艇3000円3000円3500円

パーティー(1人)1000円1000円O

※各フリート，クラブ等の代表艇は会員

外艇として参加料を支払う。

申込み方法花催するフリート，クラブ等に2週間前

に申し込む。フリート、クラブにて参加

艇をまとめ，フリート，クラブの代表者

が一括して申し込むことがのぞましい。

申込場所および帆走指示書の交付

畷曇雲点鵜連絡先

帆走指示書各フリート・クラブまたは個人で2週

間前に直接連絡し受けとる。

≦■
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実行委員会浦安石井孝(0473)53-8011

岡田興-(03)961-7438

束京都連佐野龍太郎(03)641-0226

木更津平野(0439)65-0279

福田(045)481-4621～2

千葉オーシャンヨットC

結城義之(0472)45-0141

横浜フリート

藤森紀明(045)781-8228

柿島亮-(045)712-3013

第1回実行委員会開催7月14日(t)1800~

木更津セントラルボート内

第lllJI東京湾カップシリーズ'81(仮称)連絡会

第8回

大島ランデブーへ

のお誘い

今年も待望の大島ランデブーの季節がやってきまし

たcヨット乗りなら一度はあの勇壮な御神火太鼓を聞

きに来て下さい。常連の貴方ならまた御一緒に飲み合

い，語り合い，あのバチ音に酔いましょう。8月1日

の朝，波浮の港でお待ちします。

日時および場所

8月1BAM1000波浮港にて大島の小中学生を招

いてのヨット教室。御協力をお願いしま

す。

RM1730大島勤労福祉会館にて親睦パー

ティー

会費

一般3,000円

男3,500円女2,500円小中学生1,500円

〆切期間

7月20日毎年大変好評で，予定人員を大幅に上回

り嬉しい悲鳴をあげていますが，反面，

皆様に御満足して頂けているか心配です。

何卒前もっての申し込みをお願い致しま

す。

申し込み先

横浜市南区六ツ川1-310柿島亮一

TEL(045)712-3013

主催

NORC横浜フリートキャフ･テン．後藤雄三

(27）

6月18日1830～

出席者石井孝，岡田興一，小林，斉藤，歌田道
教（以上浦安セーリングクラブ),佐野龍

太郎（東京都連クルーザー部会)，佐久

間，大島博，平野，鈴木，福田（以上ド

ルフインヨットクラブ木更津)，結城

義之，岡田，天沼（以上千葉オーシャン

ヨットクラブ),藤森紀明（(出日本外洋帆

走協会横浜フリート）の以上15名の方々

が出席

欠席船橋

●海事思想普及委員会●

当委員会では6月9日および6月11日,NORC事務

局において委員会を開催し，56年度事業計画・予算案

について審議し，予算原案を作成，財務委員長宛，提

出しました。

出席者……岩田禎夫委員長，亀井澄夫，内藤渭郎，今

岡又彦，長江博人，高坂武雄，兵藤茂各委員

来年度事業計画および予算案の概要

海事思想普及事業は大変広範囲であり，他委員会で

取り扱っている事業とかなり重複するので，来年度は

下記の2事業を重点的に行ない，予算措置を講ずるこ

ととしました。

1．助成金の交付・講師の派遣等，当委員会が適当と

認めた海事思想普及事業（レース・フェスティバル

等）に対して

①5～10万円の助成金を交付する

②講師を派遣する

③映画等を貸出しする

2．各種報道機関へのNORC事業の広報活動

パーティーのお知らせ
…

年に一度の楽しいタウンパーティーを企画

しました。かつてのクラブライフを取り戻し

ましょう。今からスケジュールに入れて下さ

い。

日時12月4日（金）午後6時～

場所帝国ホテル孔雀の間

主催NORC海事思想普及委員会

T
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第1回衣浦レガッタ

去る4)1191-1,第1[''l衣浦レガッタが参加

32艇を集め成功柳に開催された。愛知衣浦湾

には100艇以kのクルーザーが係留されてい

るが，レースは各クラブの島回りのボイント

レースが中心で，一堂に会する機会は少なか

った。そこで，気軽に参加できるトライアン

グルレースをと，碧南ヨットクラブがコミッ

ティーを引き受け，第l1111が行なわれた。

レースは小雨の混じる微風の!'!,朝烏(Dub-

37)などのオフショアレーサーから，シング

ルハンドのタートル(Sun-22)まで，艇種が入

り乱れ盛況を呈した。

優勝をさらったのは,Aクラスではスター

トから飛び出した桃太郎(YA-36),Bクラス

では微風をうまくとらえたエム(YA-24)であ

った。第2回は10111811に開催される予定で

ある｡(碧南ヨットクラブ：邨瀬，樅l_ll)

第1回衣浦レガッタ成績表

56年4il1911衣洲湾（於）

スター|､畔間10:00(Bクラス)10:10(Aクラス）

参加艇32艇（内,A:13艇B:19艇）

艇名 TYPE Iiﾉr要時Ⅲ TCF ||多正iI､f間 順位
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の内容なので一行か二行ですむものばかりだった。と

ころが入港許可噸となると艇の屯数，長さ，船籍港名，

ETCあり，一語を十文字以内に収めないと，たとえ

一文字でもあまれば二語分の料金をとられる。電報代

は彼等からもらうことになってはいるが，何せゼロ所

得者の貿易風の野郎共，少しでも節約してあげようと

オッカさんは頑張る。LASTPORTやTRADE

WINDのようにくっつけても意味が通じる言葉同志は

つなぎ，その他にもスラッシュで結んだり，複数のsをは

ずしたり,IMMIGRATIONをIMMIGRATNと二文字

ひきぬいたり苦心サンタン。しめて一万三千いくら払

ってヤレヤレと‘思っていたら，翌llの無線で「すみま

せん。あれはヨットハーバーでした。もう一本オープ

ンハーバーのロレンガル港に打って下さい。どうぞ」

と。中間に北海道の8さん，福岡のJAlVVさんが

入っているのも忘れ「馬鹿./」とどなってしまった。

また，電報局へ行って打ち直し，その後入港予定のラ

バウルとホニアラにも打たなくてはならないので紙を

2，3枚余分にいただけないかと局の人にお願いした

ら,50枚つづりの用紙一冊バッサッと下さった。アド

ミラルテイからの手紙によれば，二本ともオープンハ

ーバーの方に入っていたおかげで，沖縄出港以来初め

てスムーズに入港，もし電報が入っていなければ2，

3カ月は待たされただろうと役人に驚かされたそうだ。

孤島とか，小さな国程うるさそうな感じがする。「こ

れからは電報位自分で打ちなさいよ」とか何とか言い

ながらも私自身すごく興味を持ち．電報局の窓口で|I

玄海だより
片倉静江玄海支部

「貿易風」が沖縄の糸満港を出港してグアム島へむ

かったのが去年の111127n,あれから四ヵ月たったこ

とになる。短いような気もするし，もう二年位たって

いるような何かしら不思議な感じである。糸満からの

最後の電話を受け取った時嫌な予感がしたが，何の何

の，順風満帆けんかもせず，ひっくりかえりもせず12

月13日グアム島のアプラ港外に到着したとの無線を聞

いた時はさすがにホッとした。早速大原支部長に報告

したら，「グアムに着きましたか？そりや上出来。私

はまたアリランレース中ひょっこり済州島あたりから

現われるじゃないかと思っていましたよ｣｡(嬉しさを

かくして平静をよそおうのも演技力が必要です｡)

そして波にのった敵はヤップ，パラオ，アドミラル

テイ，ラバウル，3月12日ガダルカナル島のホニアラ

に入港。今日3月31Ⅱ，先週の国際電話によればホニ

アラ港を出て一路ニューヘブリデス島へむかっている

はず。さて，ここらあたりからタックのオンパレード

かな？荷物をどっさり積んだケッチにとってあまり面

白くない海域に入ることになる。当初の計画より四力

1-1おくれているが，スポンサー無しの気楽さと，気心

が知れている仲間三人という事もあって呑気な船旅。

「こばん鮫を気にしながら，カメラをかまえて..….」

とか何とか手記に書いてあっても危険さを感じない。

すでに60本近くのフイルムが届いているそうだが，私

自身小さい動物や魚に興味がないし，わからないので

写真はあまり見ていない。

彼等のお手伝いをしているうちにヨットウーマンと

して，また，航空業務にたずさわる者としてもいろい

ろな勉強をさせていただいている。そのひとつが「入

港許可願」である。アリランレースに参加して海から

の,1l｣,入国は何でもわかったような顔をしていた私も，

彼等からの手紙で初めて知った。グアムでは-11待た

されただけで入港しているので深く考えず，二番目の

ヤップ島ではその事で役人ともめ，緊急入港という名

FIで水と食糧だけ積み，半日位で出港，三番目のパラ

オで「入港許可願」なるものを前の国から事前に出し

ていないと入港出来ないことがわかり，港外で待たさ

れている間，グアムの友人に無線でお願いしてやっと

入港が許されたとか。その電報のコッピイが手許に届

いたのは，彼等が赤道直下のアドミラルテイ島へ南下

している時だった｡｢アドミラルテイ島のロンブルム．

シーアドラー港に入港許可願の電報を入れてほしい」

旨の無線が入り早速電報局へ馳せ参じた。海外への電

報は初めてではないが，結婚祝いや，簡単な通知程度

へ
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本から各国への料金を調べた。理由はわからないがバ

ラツキがある。パプアニューギニアが一語180円，ソ

ロモンが220円，カレドニヤ260円，ニュージーラン

ドとオーストラリアはそれぞれ150円。しかし電報ば

かりでは高くつくので，国名，入港予定港名と日時だ

けブランクにした書式をタイプ作成しホニアラ宛送っ

た。その後，彼等自身その紙を次の寄港地へ航空便で

発送したとの連絡を受けとった時，もう電報打ちも終

りかと思うと何だか淋しくなった。何といってもホニ

アラへ打った電報が傑作中の傑作だったと思う。入港

許可の他にVISAでなく,VISITORPERMITも願い

出たもので，短い文章によくもまあこれだけの意味を

こめて…“･と誰もほめてくれる人がいないので一人で

ほれぼれと何度も読み返した。ヨットで海外へ出られ

る方の為にサンプルをつけさせていただく。電報と手

紙と両方出しておけばまず安心。

その他に勉強になったのが航空便である。空港から

空港へ発送する貨物は仕事の一部なので知っていたが

郵便局から発送する小包にも「小包」(1キロ以上）

と「小型包装物」(1キロ未満）があるのを知った。

例えば,1キロ半の荷物を送る場合一個の小包にする

よりも，わけられる内容なら二個の小型包装物にした

方が良い。割高にはなるが手紙類と一緒に送られるこ

とになるので取り扱いが丁寧になる利点がある。

甘えん坊の長男ばかりのお世話も大変だが，荷物発

送のこと，入港許可，また，小さい町なのにオープン

ハーバーが二つもあることがわかったり，一緒に世界

一周しながら貴重な資料も集めさせていただいている。

しかし御両親や恋人達から甘いやさしい手紙ばかり届

いているようなので一人位はコワイ人がいなくてはと，

特に無線ではドヤシっぱなし。これも楽しみのひとつ

である。 幻里
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しました。ちなみに避雷針の効果は保護角60.内で､す

ぐ近くに避雷針があると安心していても,60°から外

れていればァ．ウトです。その避雷針も完全な引下導線

と，接地電極があっての上です。もし接触不良とか，
”

引下導線が細かったり，接地電極が不良であれば雷は

情け容赦なく自分の好みの場所へ落ちる。昔は木製マ

ストであったが現在はほとんどがアルミであり，小型

ディンギーも同じで，夢々安心してはならない。筆者

は木造マストのころは太い配電線を三条用意して，航

海中雷雲に会ったり，雷が近づいて来たりすると，必

ずサイドステー（両舷）とバックステーに海中へたら

し，最寄りの港へ逃げたものです。皆さんも用心して，

マストからキールへ銅線で接続して下さい｡(接続の電

線の断面績は30船2以上でなければならない｡)なお，

心配ならば三条の銅線を用意して御使用下さい。

東
、戸一一

>m

一
戸
仁

よ

い
ｰノ

へ

被害1ピーターパンヤマハ21Fオンデッキマスト

①左舷FRPハルにクラック1点（吃水線より上）

②右舷吃水線下FRPハル2点

③バルクヘッド小破

④マストトップの風見融けてデッキに落ちていた

（写真:A－①，②）

⑤トイレ（陶器製）破損

面一雨/へ可へ而〆一雨~､マ
戸

ヨットにも

雷が落ちる.ノ
被害2赤とんぼなかよし25Fスルーマスト

①マストトップの風見（ウインデックス）破損

②マストトップのアマチュア無線のアンテナ融ける。

③マストステップとバラストの間の船底にヒビワレ

加藤蔵男

永年語り伝えられていた，ヨットには雷は落ちない

ということも，夢々安心していられない，各位くれくﾞ

れも御注意を。畑でやられた，ゴルフ場で雷にうたれ

た等時々ﾃﾚピや新聞をにぎわせているが,そのう

ち我々も雷様におへそを取られるかも知れない。ピッ

プエレキバンか，バンドエイドでも貼っておかれては

如何ですか。実は，四日市ヨットハーバーに係留して

ある艇が(2隻)，落雷の被害にあったので報告してお

きます。

当ハーバーは，周囲に石油コンビナートの煙突が林

立し，全く安心と思っていましたが，昨年8月ごろ雷

雨があり，後記の如き被害がありました。以後四日市

ハーバーではマスト（ほとんどがアルミマスト）からハ

ラストヘ，太い電気の良導体で接続しておくよう指示

A－l折れた風見

へ

Na一
A－2折れた風見
診‘

》

‐
再一

ー
至
名
古
屋

一
一
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B－1ハル内部(CRCの缶よりハルへ穴があく）

一日

へ

＃

ｰ一

ゴー ““ず，”
一塾‘‘蝉

C－1航灯電球切れ B－2ハルの六

ピーターパン

(トイレ陶器破損）
ヤマハ21F

ウインデックス損傷

（とけてデッキ上に落ちていた）

（写真:A-1,2)

1
1

（
｝

C－2トイレ大破鎖

吃水より上にクラック状の穴

これは内側にCRCのスプレーかんが

ハルに当たっていた為，アースした

と思われる

ライトバルブ全部破損

WL.×

ー
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怪 ～

吃水下であったが水の浸水はほとんどない位の穴であ

った。この部分は以前に外側にキズがあったのでFR

P補修した部分であった。

他にマストサポート付近を中心にバルクヘッドにヒビ

が入っており，内部で相当の圧力変化があったと思う。

幸いにガソリンタンクがいつもと違って外のハッチの

中であった為，火災の発生がなかった。

赤とんぼ ’
なかよし号

同じくウインデックスそしてアンテナ破損

／
●

’

／ｱｽﾙー デﾂｷ

Xxx

スルーデッキマストの為マスト下部からバラストの間

でクラック穴が入った。二重ハルの為，上架してわか

った。

加藤蔵男

NORC理事

三重県ヨット連盟会長

伊勢湾海洋スポーツセン

ター常任理事

四日市ヨットクラブ会長

箔電
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NORC協会ニュース

｢海の旬間｣についての
お知らせ

事務局

運輸省においては今年も7月20日の海の記念日から

同月21日までの間，下記実施要領により「海の旬間」

を実施する旨の連絡があり，協力方依頼があったので

お知らせ致します。

昭和56年「海の旬間」実施要領

第1：目的

この「旬間」は，四面を海に囲まれた我が国にとっ

て国民生活と密接に結びついている海の重要性，とり

わけ我が国の将来の発展に必要不可欠である海の開発

および利用の重要性について，広く国民の関心を喚起

するとともに，漉洋環境の保全，海上における安全の

確保等に関する健全な海事思想の普及を図り，もって

海洋国家日本の発展に資することを目的とする。

第2：基本的な方針

第1の目的を達成するために,「海にひらこうわれら

の未来」をテーマに，運輸省が中心となり，海運造

船，港湾，水産の関係者等海を生活の場としている人

人をはじめとする国民の「旬間」行事への全国的な参

加を図ることにより，一般世論の盛り上がりを喚起す

るものとする。

第3：期間

この「旬間」は，7月20日（海の記念日）から7月

31日までの12日間とする。なお，この「旬間」を効果

的なものとするための諸準備および周知活動を行なう

ため，7月lOllから7月19日までの10日間を準備期間

とする。

第4：主催

この「旬間」の主催団体は，運輸省，海上保安庁，

気象庁,日本小型船舶検査機構海上災害防止ｾﾝﾀ

ｰ，（財)日本船舶振興会，（財)日本海事財団，（財)日

本海事広報協会，（財)日本海難防止協会，（財)H本海

事科学振興財団，（社)日本港湾協会、財)日本水路協

会とする。
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各専門委員会委員の紹介
事務局

第5：組織

この「旬間」を強力に推進するため，中央において

は主催団体で構成する「海の旬間推進委員会」を設置

し，総合的な実施計画を作成して，その実施に当たり

地方においては各海運)!I)(海運監理部）および沖縄総

合事務局が!|ﾙじ､となり，関係行政機関および団体等で

構成する「海の旬間実行委員会」を設置し，各地域ご

との実施計画を作成して，その実施に当たるものとする。

昭和56年度を担当して，（社)日本外洋帆走協会の事

業を推進して|くさる方々は，一部の方々の変更があり

ましたが，昭和55年度に引き続き，下記の方々が担当

されることとなっておりますので紹介いたします。

●総務委員会

委員長／清水栄太郎委員名／大儀見薫（会報小委

員長)，烏山睦郎（財務小委員長)，嶋田武夫（常務

理事)，小林和太郎(常務理事)，塩川孝二(駿河湾支

部長)，都築勝利(東海支部長)，三井祥功(近畿北陸

支部長)，秋田博正(内海支部長)，岩田行史(西内海

支部長)，大原敦(玄海支部長)，城間祥行(沖縄支部

長）

●会報小委員会

委員長／大儀見薫委員／近藤禎之，亀井澄夫，高

坂武勇

●財務小委員会

委員長／烏山睦郎委員／石川光男

●法政委員会

委員長／嶋田武夫委員／松永武士，一木正治，大

河原明徳，中村真

●海事思想普及委員会

委員長／岩田禎夫委員／高坂武雄，長江博人，内

藤渭朗，亀井澄夫，今岡又彦，兵藤茂

●泊地対策委員会

委員長／山崎達光委員／武村洋一，石合幸彦，内

藤清朗，渡辺卓保，増井宗男，高橋雅行

●帆走委員会

委員長／周東英卿副委員長／谷川晴彦，鎌田稔

委員／「オフショア」3月号参照

●計測委員会

委員長／武市俊副委員長／嶋田武夫委員／倉本

泰治，今北文夫，金指ll/+郎，沢地繁，櫻井常雄，歌

田道教，高橋太郎，郁々川修一，大橋'1典，横山一

郎福島甫(東北方面地域指導員),伊藤静美（関東方

面地域指導員)，田中龍雄(内海方面地域指導員I),

飯塚功二(内海方面地域指導員Ⅱ），増山豊（近畿北

陸支部方面地域指導員)，西田兼義(駿河湾方面地域

指導員)，花川幸一郎(東海方面地域指導員)，深田敏

雄(近畿北陸方面地域指導員),斉藤彰（ﾉL州・沖縄方

面地域指導員）

●技術委員会

委員長／渡辺修治委員／嶋田武夫，武市俊，野本

謙作，松木哲，戸田邦司，横山晃，歌田道教

●ルール委員会

委員長／平松栄一福委員長／石井正行委員／清

水泰治，尾崎博司，岡田豪三，鈴木忠，烏本洋一，
加藤祐一郎

第6：実施事項

この「旬間」の期間!|'においては，ド記の実施事項

を極力広範囲に実施するとともに，これら以外の事項

についても，地域の特殊性を考慮して,「旬間」の趣旨

にそった有効な事項をおりこみ実施するものとする。

なお，周知活動については，準備期間も含め，広範

に実施するものとする。

記

l.マスコミ，掲示物等による周知活動

(1)白讓広報資料等の作成・配布

、書，広報資料等を作成し，あらゆる広報媒体

等を通じ，「旬間｣の趣旨の周知に努める。

（2）ポスター，字幕等の作成・掲示

「海の旬間」のテーマおよび「海の記念H」を

モチーフにしたポスター，字幕等を作成し，広範

に掲出を行なう。

（3）配布物による一般への周知

各種配布物を作成し，「旬間」行事を通じて広く
国民一般に配布する。

（4）「海の歌」の作成

海への関心を高めるための新しい「海の歌」を
作成する。

2．実施行事

（1）海上・街頭におけるデモンストレーション，コ

ンクール等

海上パレード，街頭行進，船舶の一般公開，フ

ェスティバル等の海上・街頭におけるデモンスト

レーションを実施するほか，体験乗船，図画・写

真コンクール等を開催する。

（2）講演会，映画会等

海洋に関する講演会，映画会および海事ゼミナ

ール等を開催する。

（3）訪船指導等

海洋汚染防止，海難防止のための訪船指導を行

なうほか，港内，海浜等の清掃を行なう。

（4）海洋スポーツの振興

海洋スポーツの振興を通じて海事思想の普及を

図るため，ヨット，モーターボートへの体験乗船，

レース等を開催する。

（5）記念式典

「海の記念日」記念式典を開催し，海事功労の

顕著な者に対して表彰を行なう。

－

（
）
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自分の艇こそひょうたん島だったとなるかもしれませ

んが……。/NORCへの要望：ヨットの安全備品の

製造に関しては，我が国は他のヨット先進国に遅れを

とっているのが現状なので，各船具メーカーとタイア

ップして，ハーネス付ライフジャケット等のセーフテ

ィギアの新製品を開発して,NORCの内外を問わず

その普及に努めて頂きたい。

2876Caribb7ExcellenceYAMAHA-26S志度

小型船安全センター7.98×6.25×2.80×1.50小西

賢二

2906モーニングクラウドヤマハ30-C天草パー

ルマリーナ8.97×7.20×3.23×1.75後藤賢治／艇

名の由来：天草の朝雲のやわらかい美しさに感激して。

／抱負：アリランレースへの参加が目的です。天草で

レース・クルージングを行なって来ました。今後もそ

の予定です。

2900SINDBADmSIoop衣浦武豊11.38×8.70><

3.78×2.04松本太-/艇名の由来：七つの海を自由

に航海するつもりで……。(''SINDBADI''から11

年になります）／抱負：レースを中心にコンペティテ

イブなセーリングを｡／クリー：小池孝,高城昌彦,斉藤

杉男，近藤貴晴，柴垣辰夫，山本達雄，前修司，浜口

佐利，中嶋邦子。/NORCへの要望：楽しいレース

企画と今後の御指導を。日頃の御努力には感謝してい

ます。

2930ZOO(ズー)YA-30C下田8.97×7.20X

3.23×1．75田村豐彦,平間章弘(共同)／艇名の由来：

誰が何とは書けないけれど，ウワバミ，ゴリラ，クマ

ネコ，ビーバー，ゾウ，トラの乗っているヨット「ZOO」

（動物園)./そして船長（園長）は，これまた,一癖あ

るムジナが2匹，いや二人の共同管理.ﾉ／抱負：二人

で始めたディンギーが20フィートのクルーザーに，そ

して30へと変わり，クルーも増えました。人，船，そ

して借金も増えたこれからは，内容のより充実化がテ

ーマです。

／クルー：レギュラークルーは日大歯学部の学生･助手

で，全員がヨット以外にテニス，自動車レース，山登

りとそれぞれ何か特技があります。/NORCへの要

望：まだわかりません.．…．。

●安全委員会

委員長／横山晃副委員長／武市俊（関東支部委員

長)，加藤武(駿河湾支部委員長)，菰田光治(東海支

部委員長)，中西幸彦(近畿北陸支部委員長),野本謙

作(内海支部委員長)，藤川竜生(西内海支部委員長)，

加茂佳須仁(玄海支部委員長)，大口章，伊藤静美，

伊東政信，長谷川裕，松原康孝，薬師寺千代美，永

江良三，歌田道教

●通信委員会

委員長／篠原要委員／伊藤修二，大谷正彦，清水

栄太郎，鈴木康之，臼井優太郎，渡辺龍彦，横沢真

則，浦部紘一，前川治美，榊原伊三，秋山福夫，有

竹恒夫，岩田行史，平良健福元征四郎，鈴木保夫

●PI博記念シングルハンド・レース実行委員会

委員長／秋田博正副委員長／大儀見薫委員／清

水栄太郎，武市俊，嶋田武夫，周東英卿，貴伝名一

良，谷川晴彦，松本哲，烏山睦郎，小林和太郎

●関東支部泊地対策委員会

委員長／大見儀薫副委員長／清水栄太郎，山崎達

光,※岩田禎夫(江ノ島)，亀井澄夫,※山口彰夫(葉山)，

矢吹秀邦,※鵜飼恒(佐島),大河原孫一,※草間信二(小

網代)，横沢真則，平野喜美夫(シーボニア)，羽柴宏

昭,*延滋男(油壺)，岩井良浩，名当英臣，宮森和美，

平田克己,※川久保史朗(諸磯)，石川平八郎,※竹下義

紀(横浜)，藤森紀明

※印はフリート・キャプテンを示す。

●関東支部泊地対策小委員会

委員長／大儀見薫副委員長／清水栄太郎，山崎達

光委員／亀井澄夫，矢吹秀邦，菅原留意，大河原

孫一，草間信二，平野喜美夫，羽柴宏昭，種村道彦

名当英臣，川久保史朗，藤森紀明
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新登録艇の紹介
セール番号，艇名，帆装，フリート，全長×

水線長×巾×吃水，オーナー名，その他の順

☆印は会友艇
や＝、基申舞屯葺訟茎、異▲＝垂汽車莞、莞や＝、墓恥舞、墓唾汽、罫､_埼車舞屯基､罫や蓋、藍、＝喰罫率雰、ま

2855ハミングバード2Farr9208.99×7.15×3.

05×1．32辰巳和正/艇名の由来:世界で最も美しく，最

も小さな烏ハミング・バードは，小さな体でメキシコ

湾800キロを無着陸飛行します。小さなヨットで長距

離の無寄港クルージングをとハミング・バードの名に

シーロマンをいっぱい詰め込みました。／抱負：クル

ージングの目的地となる島に恵まれている玄海支部の

海ですので，「ひょっこりひょうたん島」を求めて，上

陸可能な島にはすべて上陸してみようと思っています。
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ⅦmIA･31
●全長･･･8.97（、）●吃水･…．．….“1.75（、）

●水線長“7.20（、）●バラスト,”,”.｜,300(k9）

●全幅'”3.23（、）●全セール面積･･36.27(m‘）

●排水量･3,450(k9）●補機-…,,YSMl2(l2hp）

オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
な
帆
走
性
能
と
居
住

空
間
の
多
様
性
を
追
求
し
た
ヤ
マ
ハ
別

と
し
た
深
め
の
Ｖ
字
型
。
ブ
ロ
ー
チ
ン

グ
に
強
い
最
新
の
船
型
と
な
っ
て
い
ま

す
。
微
風
に
は
敏
感
に
・
中
・
強
風
に
は

パ
ワ
フ
ル
に
。
低
速
域
か
ら
高
速
域
ま

で
ム
ダ
の
な
い
安
定
し
た
走
り
つ
ぶ
り

を
発
揮
。
ひ
と
き
わ
伸
び
の
あ
る
帆
走

性
能
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
す
っ
き
り
と

シ
ン
・
フ
ル
に
ま
と
め
ら
れ
た
、
デ
ッ
キ
。

そ
し
て
ウ
イ
ン
チ
、
ハ
リ
ャ
ー
ド
類
を

集
中
リ
ー
ド
し
た
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
。
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
時
に
は
ノ
ー
マ
ル
タ
イ
ブ

で
・
レ
ー
ス
時
に
は
ス
ペ
ー
ス
を
広
く
使

え
る
Ｔ
型
に
使
い
分
け
で
き
ま
す
。
ク

ル
ー
ワ
ー
ク
の
効
率
化
と
安
全
性
を
考

え
た
設
計
で
す
。
キ
ャ
ビ
ン
は
３
タ
イ
プ

に
使
い
分
け
が
可
能
。
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

時
・
レ
ー
ス
時
・
停
泊
時
な
ど
、
状
況
に

応
じ
て
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
が
自
在
で
す
。

室
内
ス
ペ
ー
ス
を
最
大
限
に
生
か
せ
ま
す
。

い
ま
、
新
し
い
ク
ル
ー
ザ
ー
エ
イ
ジ
が

始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
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